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一
　
戦
時
下
労
働
政
策
研
究
の
課
題

　
）
　
１
　
杜
会
政
策
論
争
と
労
働
政
策
研
究

　
（
　
今
目
、
労
働
間
題
や
労
働
政
策
の
解
明
に
あ
た
っ
て
、
杜
会
政
策
の

立
場
に
た
つ
か
、
そ
れ
と
も
労
働
経
済
論
の
立
場
に
た
つ
か
は
き
わ
め

て
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
こ
の
二
っ
の
立
場
は
、
杜
会
政
策
研
究
、
と

く
に
そ
の
戦
後
論
争
の
諸
課
題
を
め
ぐ
っ
て
対
立
す
る
潮
流
を
形
成
し

　
　
（
１
）

て
き
た
。



　
こ
の
い
ず
れ
の
立
場
に
た
っ
か
は
、
戦
時
下
労
働
問
題
の
分
析
の
あ

り
方
を
も
規
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
経
済
論
の
体
系
で
は
「
労
働

市
場
論
」
と
「
労
使
関
係
論
」
を
輸
と
し
、
そ
の
分
析
を
ふ
↓
、
一
え
て
賃

銀
論
を
ふ
く
む
全
体
系
が
展
開
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
戦

時
体
制
下
の
労
働
組
介
が
壊
滅
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ

で
の
「
労
使
関
係
」
の
分
析
を
課
題
化
し
え
ず
、
　
「
労
働
市
場
」
分
析

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

の
み
を
対
象
と
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
労
働
経
済
論
の
立

場
か
ら
の
戦
時
労
働
体
制
の
分
析
課
題
は
、
　
「
通
常
の
市
場
機
構
」
で

は
労
働
力
の
必
要
量
を
確
保
し
え
な
い
戦
時
下
で
、
必
要
労
働
力
の
確

保
の
た
め
に
「
国
家
規
制
を
通
し
て
労
働
市
場
の
組
織
化
」
を
は
か
り
、

「
労
働
条
件
の
標
準
化
」
を
行
な
っ
た
戦
時
労
働
市
場
で
の
国
家
の
役

割
、
い
い
か
え
れ
ぼ
労
働
組
合
を
排
除
し
た
も
と
で
の
労
働
市
場
機
能

　
　
　
　
　
　
（
３
）

の
解
明
に
あ
っ
た
。
戦
時
労
働
体
制
の
分
析
が
、
こ
の
よ
う
に
労
働
市

場
と
し
て
の
側
面
で
し
か
分
析
さ
れ
な
い
と
す
れ
ぼ
、
戦
時
強
制
労
働

の
本
質
は
明
ら
か
に
さ
れ
え
た
い
で
、
た
だ
戦
時
労
働
力
動
員
機
構
を

賃
銀
決
定
機
構
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
し
か
あ
り
え
ま
い
。
し

た
が
っ
て
、
今
日
の
労
働
力
政
策
解
明
に
お
け
る
「
危
機
」
意
識
と
は

全
く
無
縁
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
は
そ
れ
は
日
本
資
本
主
義
労
働
問

題
の
歴
史
的
一
駒
と
し
て
の
分
析
で
し
か
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
加
藤
佑
治
著
百
本
帝
国
主
義
下
の
労
働
政
策
』
（
三
好
）

　
戦
後
の
杜
会
政
策
諸
論
争
の
中
で
、
　
「
賃
労
働
に
お
け
る
封
建
性
」

論
争
は
労
働
問
題
研
究
に
き
わ
め
て
大
き
な
影
響
を
残
し
て
い
る
よ
う

に
恵
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
別
に
稿
を
お
こ
し
て
追
求
し
て
み
た
い
と
考

え
て
い
る
が
、
日
本
資
本
主
義
の
労
働
問
題
の
課
題
の
設
定
を
、
　
「
日

本
的
」
労
資
関
係
の
解
明
に
求
め
、
そ
の
「
経
済
的
分
析
の
ツ
ー
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

を
「
労
働
市
場
論
」
に
お
く
と
い
う
こ
と
は
そ
の
現
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
労
働
市
場
分
析
が
不
要
だ
と
い
う
の
で
は
た
い
が
、
　
「
労

働
市
場
論
」
の
内
容
と
、
労
働
市
場
の
一
面
的
分
析
の
結
果
は
、
こ
れ

ま
で
の
戦
時
労
働
体
制
分
析
に
お
い
て
、
国
家
に
よ
る
「
労
働
市
場
の

組
織
化
」
が
労
働
組
合
を
排
除
し
た
も
と
で
の
「
労
働
市
場
法
則
」
の

貫
徹
を
、
そ
の
特
殊
た
形
態
に
お
い
て
た
し
と
げ
た
こ
と
を
論
証
す
る

こ
と
を
可
能
と
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

　
「
労
働
力
流
動
化
」
政
策
の
新
し
い
段
階
、
　
「
労
働
力
誘
導
」
政
策

の
導
入
と
い
う
新
し
い
事
態
に
触
発
さ
れ
た
「
危
機
」
意
識
の
高
ま
り

は
、
戦
時
労
働
事
情
、
戦
時
労
働
政
策
の
新
し
い
視
角
で
の
分
析
を
要

請
し
て
い
る
。
す
た
わ
お
国
家
独
占
資
本
主
義
労
働
政
策
と
し
て
の
戦

時
労
働
政
策
た
い
し
労
働
事
情
の
解
明
で
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
意
識

と
視
角
と
は
、
労
働
経
済
論
に
よ
っ
て
成
立
し
う
る
も
の
で
は
な
く
、

杜
会
政
策
の
立
場
か
ら
で
し
か
成
立
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
　
（
三
八
七
）
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杜
会
政
策
研
究
に
お
げ
る
諸
論
争
に
。
お
げ
る
労
働
経
済
論
と
の
対
決
と

そ
の
生
産
力
説
の
排
除
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
点
を
強
調
す

る
理
由
は
、
杜
会
政
策
と
労
働
経
済
論
の
対
立
点
が
理
在
の
時
点
で

「
国
家
論
」
に
あ
る
か
の
如
く
理
解
さ
れ
て
い
る
混
乱
へ
の
反
省
が
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
加
藤
氏
に
よ
る
杜
会
政
策
研
究
整
理
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

さ
れ
た
「
問
題
の
所
在
」
と
「
研
究
の
前
提
」
と
は
、
一
つ
は
目
本
資

本
主
義
の
労
働
間
題
を
低
賃
銀
基
盤
の
解
明
に
お
き
、
山
田
盛
太
郎
氏

の
『
日
本
資
本
主
義
分
析
』
以
来
の
戦
前
、
戦
中
の
労
働
間
題
分
析
が

国
家
独
占
資
本
主
義
労
働
政
策
の
体
系
的
な
解
明
に
至
ら
な
か
っ
た
こ

と
の
反
省
に
お
か
れ
る
。
二
つ
は
、
戦
後
杜
会
政
策
論
争
過
程
で
台
頭

し
た
「
労
働
経
済
学
」
が
、
今
日
の
情
況
下
で
逆
に
「
労
働
問
題
に
た

い
す
る
国
家
政
策
」
研
究
を
触
発
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
杜
会
政
策
研

究
史
の
か
か
わ
り
か
ら
す
れ
ば
、
第
一
の
点
は
「
賃
労
働
に
お
け
る
封

建
性
」
論
争
と
し
て
戦
後
課
題
化
さ
れ
た
こ
と
に
集
約
さ
れ
て
お
り
、

加
藤
氏
に
よ
り
、
研
究
の
戦
前
段
階
の
遺
産
の
「
し
き
う
つ
し
的
踏

襲
」
か
ら
「
基
礎
過
程
の
変
化
を
見
落
す
と
い
う
あ
や
ま
り
の
ほ
か
に

国
家
独
占
資
本
主
義
的
蓄
積
方
式
が
視
野
に
入
ら
ず
、
方
法
的
に
も
問

題
を
農
業
か
経
営
か
と
い
う
よ
う
に
一
面
的
に
と
ら
え
る
誤
り
」
を
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
ニ
ハ
　
（
三
八
八
）

か
し
、
　
「
問
題
を
全
機
構
的
に
と
ら
え
よ
う
と
し
な
い
一
面
的
な
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

方
法
」
の
弱
点
を
さ
ら
け
出
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
さ
ら
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

第
二
の
点
で
、
労
働
政
策
と
杜
会
政
策
と
が
「
同
義
」
で
あ
る
と
前
提

し
た
う
え
で
、
杜
会
政
策
を
「
譲
歩
の
側
面
」
に
固
定
し
て
理
解
す
る

こ
と
が
国
家
独
占
資
本
主
義
労
働
政
策
の
分
析
を
阻
害
す
る
と
し
て
批

　
（
７
）

判
し
、
服
部
英
太
郎
氏
に
お
い
て
不
鮮
明
で
あ
っ
た
「
全
機
構
」
的
分

析
の
内
容
を
杜
会
政
策
研
究
史
の
整
理
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
べ
き
だ

と
い
う
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
。

　
国
家
独
占
資
本
主
義
杜
会
政
策
（
加
藤
氏
で
は
社
会
政
策
１
１
労
働
政
策
で

あ
り
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
あ
く
ま
で
も
社
会
政
策
と
し
て
ｏ
分
析
で
あ
る
）

研
究
方
法
を
「
全
機
構
」
的
把
握
の
方
法
と
し
て
確
定
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
戦
時
労
働
体
制
の
主
題
が
規
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
問

題
に
た
い
す
る
国
家
政
策
を
国
家
独
占
資
本
主
義
の
政
策
体
系
の
中
で

正
し
く
把
握
す
る
こ
と
が
、
　
「
全
機
構
」
的
把
握
の
内
容
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
こ
で
は
戦
時
労
働
政
策
の
解
明
を
、
国
家
独
占
資
本
主
義
労

働
政
策
の
一
形
態
と
し
て
の
全
般
的
労
働
義
務
制
と
し
て
分
析
す
る
こ

と
が
課
題
と
た
る
。
し
か
も
全
般
的
労
働
義
務
制
を
そ
の
経
済
的
基
盤

と
法
的
措
置
と
に
お
い
て
「
全
機
構
」
的
に
分
析
す
る
こ
と
は
、
全
般

的
労
働
義
務
制
を
徴
用
制
を
軸
に
し
て
分
析
す
る
こ
と
に
ー
よ
っ
て
、
徴



用
制
の
研
究
と
し
て
は
内
容
を
詳
細
な
も
の
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
方

法
に
制
約
さ
れ
て
全
般
的
労
働
義
務
制
が
政
策
論
的
に
、
ま
た
機
構
論

と
し
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
を
結
果
し
て
い
る
。

　
「
全
機
構
」
的
分
析
が
、
　
「
経
済
的
某
礎
」
と
「
法
的
上
部
構
造
」

に
規
定
さ
れ
た
「
制
度
」
の
展
開
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
を
内
容
と
す

る
な
ら
ぼ
、
全
般
的
労
働
義
務
制
は
（
戦
時
）
因
家
独
占
資
本
主
義
労

働
体
制
と
し
て
で
は
な
く
、
（
戦
時
）
国
家
独
占
資
本
主
義
下
の
労
働

政
策
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
国
家
独
占

資
本
主
義
の
理
解
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
分
析
対
象
が
徴
用
制

に
集
約
さ
れ
た
こ
と
で
、
戦
時
目
本
資
本
主
義
の
工
場
法
と
そ
の
関
連

諸
法
令
の
分
析
が
軽
視
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
杜
会
政
策
と
戦
時
労
働
政

策
の
関
連
分
析
が
欠
落
し
、
労
働
政
策
を
「
国
家
独
占
資
本
主
義
の
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

本
蓄
積
と
の
関
連
で
体
系
的
に
把
握
」
す
る
こ
と
が
国
家
独
占
資
本
主

義
の
蓄
積
そ
の
も
の
の
問
題
で
あ
る
こ
と
が
見
落
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
う
し
て
杜
会
政
策
と
労
働
政
策
と
を
「
同
義
」
と
す
る
こ
と
は
、

国
家
独
占
資
本
主
義
杜
会
政
策
論
と
し
て
は
き
わ
め
て
重
大
な
問
題
な

の
で
あ
る
。

（
１
）

「
賃
労
働
の
理
論
」
か
ら
す
れ
ば
、
社
会
政
策
は
労
働
経
済
論
の
第

三
の
分
野
に
属
し
（
隅
谷
三
喜
男
「
労
働
経
済
論
　
　
分
析
の
た
め

加
藤
佑
治
著
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
労
働
政
策
』
（
三
好
）

の
枠
組
み
」
講
座
労
働
経
済
第
一
巻
『
日
本
の
労
働
市
場
』
日
本
評

論
社
、
一
九
六
七
年
、
三
二
四
頁
）
、
社
会
政
策
論
と
労
働
経
済
論

は
対
立
す
る
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
社
会
政
策
論
が
労
働
経
済
論

の
枠
組
み
の
中
で
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
展
開
さ
れ
る
（
隅
谷
三
喜
男

『
労
働
経
済
論
』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
参
照
）
。
杜
会
政
策
の
こ

の
よ
う
た
位
雄
づ
け
は
、
社
会
政
策
を
労
働
政
策
と
同
義
に
理
解
す

る
こ
と
（
前
掲
、
隅
谷
三
喜
男
「
労
働
経
済
論
　
　
分
析
の
た
め
の

枠
組
み
」
三
二
四
頁
、
前
掲
、
隅
谷
三
喜
男
『
労
働
経
済
論
』
筑
摩

版
四
八
頁
）
と
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
社
会
政
策
論
と
労
働
経
済
論
の
対
立
契
機
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
、
戦
時
杜
会
政
策
論
を
「
そ
の
歴
史
的
現
実
に
い
か
に
対
処
す
る

か
を
契
機
と
し
て
、
　
社
会
政
策
論
史
に
刻
み
こ
ま
れ
た
変
化
の
あ

と
」
に
。
よ
っ
て
反
省
（
戸
塚
秀
夫
「
戦
時
社
会
政
策
論
の
一
回
顧
」

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
紀
要
『
社
会
科
学
研
究
』
第
二
一
巻
第

一
号
、
一
九
六
九
年
）
し
、
そ
こ
か
ら
、
杜
会
政
策
論
と
労
働
経
済

論
の
一
つ
の
対
立
契
機
の
成
立
を
こ
の
戦
時
下
の
「
屈
折
」
に
お
い

て
最
も
顕
著
に
現
わ
れ
た
「
抽
象
的
社
会
政
策
論
」
の
性
格
に
求
め

る
考
え
も
あ
る
（
戸
塚
秀
夫
「
労
働
経
済
論
と
社
会
政
策
論
」
経
済

学
全
集
第
一
九
巻
『
労
働
経
済
論
』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
、
別

冊
所
収
）
。
し
か
し
、
社
会
政
策
論
と
労
働
経
済
論
の
対
立
契
機
は
、

そ
の
よ
う
た
経
済
理
論
と
し
て
の
不
徹
底
さ
か
ら
く
る
「
抽
象
性
」

に
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
戦
後
、
服
部
英
大
郎
氏
に
よ
る
問
題
提
起

の
「
問
題
意
識
」
の
背
景
に
あ
っ
た
「
社
会
政
策
の
危
機
」
の
事
実

か
ら
の
抽
象
に
こ
そ
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
抽
象
性

が
、
労
働
経
済
論
に
お
け
る
社
会
政
策
と
労
働
政
策
の
同
義
理
解
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
七
　
（
三
八
九
）



（
２
）

立
命
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経
済
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（
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号
）

可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
社
会
政
策
論
と
労
働
経
済
論

の
対
立
点
の
形
成
過
程
は
、
　
「
社
会
政
策
の
危
機
」
か
ら
の
抽
象
、

つ
ま
り
服
部
氏
の
「
問
題
意
識
」
の
欠
落
を
論
争
の
諸
過
程
の
中
で

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

と
き
、
戦
時
社
会
政
策
論
の
反
省
は
、
戦
後
論
争
の
発
端
の
「
問
題

意
識
」
を
理
解
し
、
　
「
社
会
政
策
の
危
機
」
の
内
容
を
と
ら
え
る
た

め
の
手
が
か
り
を
得
る
た
め
に
必
要
な
作
業
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

「
賃
労
働
の
理
論
」
は
労
働
市
場
分
析
か
ら
は
じ
ま
る
。
そ
れ
は
ｍ

資
本
の
生
産
要
素
と
し
て
で
は
た
く
、
「
資
本
に
対
し
て
白
己
の
主

体
性
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
賃
労
働
」
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
り
、

仰
そ
こ
で
は
価
格
分
析
と
し
て
よ
り
具
体
的
た
次
元
で
の
分
析
を
な

す
。
そ
れ
は
価
格
が
競
争
関
係
に
媒
介
さ
れ
て
決
定
さ
れ
る
の
は
市

場
に
お
い
て
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
労
働
市
場
は
た
ん
に
流

通
過
程
の
問
題
で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
労
資
の
対
抗
の
場
と
し
て
と

ら
え
ら
れ
て
い
る
（
前
掲
、
隅
谷
三
喜
男
『
労
働
経
済
論
』
筑
摩
版

五
四
頁
脚
註
ｍ
）
。
労
働
市
場
が
労
資
対
抗
関
係
の
場
と
し
て
と
ら

え
ら
れ
る
こ
と
で
、
「
労
働
力
の
取
引
き
関
係
」
と
し
て
の
労
使
関
係

論
へ
と
展
開
し
、
労
使
関
係
論
の
主
要
な
分
野
と
し
て
労
働
組
合
論

と
さ
ら
に
賃
銀
論
が
同
一
の
理
論
的
枠
組
み
の
中
で
体
系
化
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
理
論
体
系
か
ら
す
れ
ば
、
戦
時
労
働
体
制
の
分
析
は
、

そ
こ
で
は
労
働
組
合
の
媒
介
の
た
い
労
働
力
の
取
引
き
が
、
国
家
の

介
入
に
よ
る
労
働
市
場
の
特
殊
な
問
題
と
し
て
解
明
さ
れ
ざ
る
を
え

な
い
。
し
か
も
労
働
時
間
な
ど
労
働
条
件
の
問
題
も
継
続
的
雇
用
労

働
者
の
問
題
と
し
て
労
働
市
場
論
で
総
括
さ
れ
る
に
お
い
て
は
、
戦

時
労
働
体
制
を
戦
時
強
制
労
働
を
生
み
だ
し
た
戦
時
フ
ァ
ッ
シ
ョ
附

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

一
二
八
　
（
三
九
〇
）

労
資
関
係
と
し
て
分
析
す
る
こ
と
は
当
初
か
ら
あ
り
え
な
い
こ
と
で

あ
る
。

隅
谷
二
喜
男
、
小
林
謙
一
、
兵
藤
釧
『
日
本
資
本
主
義
と
労
働
問
題
』

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
七
年
、
第
四
章
第
四
節
「
戦
時
労
働
体

制
の
展
開
」
参
照
。

講
座
『
日
本
資
本
主
義
発
達
史
論
』
皿
、
日
本
評
論
杜
、
一
九
六
八

年
、
二
七
一
頁
。

加
藤
佑
治
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
労
働
政
策
』
御
茶
の
水
書
房
、
一

九
七
〇
年
、
一
〇
頁
。

同
書
、
二
〇
頁
。

服
部
－
岸
本
論
争
を
と
り
あ
げ
、
そ
こ
で
の
両
者
の
行
き
ち
が
い
の

原
因
が
、
国
家
独
占
資
本
主
義
資
本
蓄
積
が
も
つ
広
範
な
政
策
内
容

を
理
解
す
る
か
否
か
の
違
い
に
起
因
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
（
前

掲
、
加
藤
佑
治
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
労
働
政
策
』
一
四
－
七
頁
）
。

し
か
し
こ
の
国
家
独
占
資
本
主
義
資
本
蓄
積
の
広
範
た
政
策
内
容
は
、

そ
の
理
解
の
た
め
に
社
会
政
策
と
労
働
政
策
の
関
連
を
明
確
に
す
る

こ
と
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

前
掲
、
加
藤
佑
治
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
労
働
政
策
』
一
頁
。

　
）
　
２
　
国
家
独
占
資
本
主
義
労
働
力
政
策
論
の
課
題

　
（
　
労
働
力
政
策
の
研
究
は
、
日
本
資
本
主
義
の
現
段
階
で
の
労
働
力
政

策
の
展
開
に
触
発
さ
れ
て
進
ん
だ
。
そ
の
理
論
的
到
達
点
は
、
○
ｏ
国
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

の
長
期
経
済
計
画
と
関
連
し
て
労
働
力
政
策
を
と
ら
え
る
こ
と
、
　
似



「
産
業
合
理
化
」
の
股
階
に
対
応
す
る
労
働
力
政
策
の
具
体
的
諸
形
態

　
　
（
２
）

の
把
握
、
閉
失
茉
者
が
結
集
し
抵
抗
す
る
こ
と
を
抑
庄
し
、
失
業
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

の
労
働
力
政
策
ヘ
ニ
れ
を
吸
収
せ
ん
と
す
る
意
図
を
明
ら
か
に
し
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

と
に
あ
る
。
し
か
も
今
日
の
労
働
力
政
策
が
「
労
働
力
誘
導
」
政
策
と

し
て
、
そ
の
一
労
務
配
置
」
政
策
と
し
て
の
統
制
的
性
格
を
一
段
と
強

め
っ
っ
あ
る
と
き
、
労
働
力
政
策
を
国
家
独
占
資
本
主
義
労
働
政
策
の

体
系
の
中
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
軍
要
な
課
題
を
な
す
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
労
働
問
題
に
た
い
す
る
国
家
政
策
と
し
て
よ
り
も
、
国
家
独
占

資
本
主
義
の
労
働
問
題
と
し
て
解
明
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
労
働

問
題
研
究
の
今
日
に
お
け
る
最
大
の
課
題
を
な
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
労
働
力
政
策
は
、
日
本
資
本
主
義
の
現
階
梯
の
規
定
と

か
か
わ
っ
て
分
析
さ
れ
ね
ぼ
た
ら
な
い
。
　
そ
れ
は
「
杜
会
政
策
の
危

機
」
か
ら
抽
象
的
で
あ
る
こ
と
を
防
ぎ
、
さ
ら
に
か
つ
て
階
梯
規
定
を

脱
落
さ
せ
た
戦
時
杜
会
政
策
論
の
理
論
的
後
退
の
撤
を
ふ
た
た
び
ふ
ま

な
い
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
日
本
資
本
主
義
の
階
梯
規
定
と
か
か
わ
っ
て
、
労
働
力
政
策

を
国
家
独
占
資
本
主
義
労
働
問
題
と
し
て
解
明
す
る
に
あ
た
っ
て
、
明
ら

か
に
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
問
題
は
何
か
。
そ
れ
は
資
本
蓄
積
を
規
定
す

る
も
の
と
し
て
立
お
現
わ
れ
る
に
い
た
っ
た
労
働
力
政
策
の
位
置
を
明

　
　
　
　
加
藤
佑
治
著
『
日
木
帝
圃
主
義
下
の
労
働
政
策
』
（
三
好
）

ら
か
に
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
資
本
主
義
の
階
梯
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
内
容
は
、
○
り
低
賃
銀
労
働
の
窮
極

形
態
た
る
強
制
労
働
を
体
系
的
に
生
み
だ
す
労
務
動
員
体
制
の
分
析
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
戦
時
日
本
資
本
主
義
の
全
般
的

労
働
義
務
制
も
、
こ
の
強
制
労
働
が
資
本
蓄
積
に
必
然
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
て
課
題
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
労
働
力
政
策
の
分
析
は
、
資
本
蓄
積
の
階
梯
的
特
質
に
か

か
わ
る
も
の
と
Ｌ
て
、
強
制
労
働
機
構
た
る
こ
と
の
解
明
を
課
題
と
す

る
。
っ
ま
り
、
強
制
労
働
を
生
む
も
の
と
し
て
の
労
働
力
政
策
の
機
構

的
分
析
が
課
題
で
は
た
く
、
資
本
蓄
積
の
階
梯
規
定
の
内
容
と
し
て
の

労
働
力
政
策
の
解
明
が
課
題
た
る
べ
き
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
日
本
資
本

主
義
の
戦
時
強
制
労
働
は
、
労
務
動
員
機
構
か
ら
分
析
す
べ
き
で
た
く
、

戦
時
下
の
資
本
・
賃
労
働
関
係
再
生
産
の
内
容
と
し
て
分
析
す
べ
き
も

の
で
あ
る
。
歴
史
の
推
移
を
法
則
的
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
機

構
的
分
析
で
は
不
充
分
で
あ
り
、
資
本
蓄
積
の
「
敵
対
的
性
格
」
に
ー
お

い
て
労
働
力
政
策
を
も
と
ら
え
る
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
労
働

力
政
策
が
資
本
に
と
っ
て
は
資
本
蓄
積
の
必
須
の
条
件
で
あ
り
な
が
ら
、

労
働
老
に
と
っ
て
は
強
制
労
働
を
生
む
機
構
た
る
こ
と
こ
そ
、
資
本
蓄

積
の
階
梯
規
定
と
か
か
わ
っ
た
労
働
力
政
策
の
内
容
で
あ
ろ
う
。
似
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九
（
三
九
一
）



　
　
　
　
立
命
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済
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た
、
労
働
力
政
策
を
資
本
蓄
積
の
階
梯
と
か
か
わ
っ
て
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
、
労
働
力
政
策
を
資
本
蓄
積
の
「
敵
対
的
性
格
」
に
お
い
て
と

ら
え
る
こ
と
で
あ
る
な
ら
ぼ
、
労
働
力
政
策
が
労
働
者
を
強
制
労
働
に
。

追
い
た
て
る
内
容
は
、
資
本
・
賃
労
働
関
係
の
特
質
と
し
て
明
ら
か
に

さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
資
本
蓄
積
は
資
本
関
係
そ
の
も

の
を
一
方
に
は
資
本
家
を
他
方
に
は
賃
銀
労
働
者
を
生
産
し
か
つ
再
生

産
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
の
資
本
関
係
は
剰
余
価
値
生
産
の
条
件

に
規
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
労
働
力
政
策
も
こ
の
剰
余
価
値
生

産
の
条
件
に
規
定
さ
れ
、
そ
の
こ
と
に
お
い
て
政
策
と
し
て
の
具
体
的

形
態
と
展
開
と
を
規
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
労
働
力
政
策
が
資

本
主
義
の
産
業
合
理
化
と
し
て
解
明
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
た
い
論
拠
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
日
の
労
働
力
政
策
が
賃
銀
政
策
を
従
属
さ
せ
た
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

力
確
保
政
策
と
し
て
進
行
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
は
「
職
業
選
択

の
白
由
」
の
権
利
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
の
み
た
ら
ず
、
　
「
事
業
主

の
雇
用
管
理
に
つ
い
て
の
白
主
性
」
さ
え
ふ
み
に
じ
っ
て
独
占
資
本
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

有
利
た
労
働
力
配
置
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
そ

の
意
味
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
国
家
総
動
員
体
制
に
お
け
る
労

務
動
員
と
き
わ
め
て
よ
く
類
似
し
て
い
る
。
今
日
の
「
労
働
力
不
足
」

が
も
つ
資
本
蓄
積
上
の
深
刻
さ
は
、
国
家
や
資
本
が
こ
れ
ま
で
の
「
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇
　
（
三
九
二
）

働
力
流
動
化
」
政
策
を
労
務
統
制
に
ま
で
お
し
進
め
ざ
る
を
え
な
い
で

あ
ろ
う
と
い
う
認
識
と
、
戦
時
体
制
下
の
労
働
力
政
策
研
究
の
必
要
性

を
眼
前
に
の
ぼ
ら
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。
し
か
も
、
戦
時
体
制
下
の
労

働
力
政
策
と
今
目
の
労
働
力
政
策
の
「
類
似
性
」
は
、
こ
れ
ら
労
働
力

政
策
が
資
本
主
義
の
内
部
に
お
い
て
必
然
的
に
発
生
す
る
も
の
で
あ
り
、

資
本
主
義
の
危
機
に
由
来
す
る
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

あ
る
こ
土
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
戦
時
体
制
下
の
労
働
力

政
策
な
い
し
戦
時
労
働
政
策
の
研
究
の
意
義
を
、
国
家
独
占
資
本
主
義

下
「
労
働
間
題
に
お
げ
る
政
策
的
研
究
」
と
し
て
、
　
「
日
本
国
家
独
占

資
本
主
義
の
一
段
階
の
事
象
の
み
か
ら
の
抽
象
」
で
は
た
く
、
　
「
戦
前

段
階
を
も
ふ
く
め
た
労
働
政
策
を
国
家
独
占
資
本
主
義
の
資
本
蓄
積
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

式
と
の
関
連
で
体
系
的
に
。
把
握
」
す
る
こ
と
に
求
め
さ
せ
う
る
。
し
か

し
た
が
ら
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
労
働
力
政
策
な
い
し
労
働
政
策
の

研
究
が
、
戦
時
労
働
動
員
体
制
分
析
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
、
国
家
独

占
資
本
主
義
労
働
政
策
の
一
般
的
理
論
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
戦
前

段
階
を
も
ふ
く
め
て
解
明
し
な
げ
れ
ぱ
た
ら
た
い
か
ら
と
い
う
だ
け
た

ら
、
目
本
資
本
主
義
の
歴
史
過
程
が
脱
落
し
、
ひ
い
て
は
論
理
と
し
て

も
そ
の
抽
象
性
の
ゆ
え
に
破
産
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
わ

れ
わ
れ
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
は
、
戦
時
下
の
分
析
と
戦
後
の
分
析
を



一
貰
し
た
歴
史
過
程
と
し
て
そ
こ
で
の
法
則
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
そ
れ
は
政
策
史
で
は
た
く
、
目
本
資
本
主
義

論
で
あ
り
日
本
国
家
独
占
資
本
主
義
論
で
あ
る
。

　
な
お
労
働
力
政
策
分
析
に
お
い
て
の
も
う
一
つ
の
課
題
は
、
こ
れ
ら

労
働
力
政
策
が
戦
時
杜
会
政
策
論
の
理
論
的
後
退
と
そ
の
戦
後
の
継
承

に
し
か
過
ぎ
な
い
労
働
問
題
理
解
の
生
産
力
説
を
生
み
だ
し
た
根
拠
の

解
明
で
あ
る
。
そ
れ
は
労
働
力
政
策
が
産
業
合
理
化
と
結
合
し
て
い
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
国
家
政
策
が
若
干
の
「
近
代
化
」
を
も
ち
こ
ま

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
力
政
策
は
生
産

関
係
体
系
に
お
け
る
お
く
れ
た
部
分
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
若

干
の
修
正
、
　
「
近
代
化
」
を
必
要
と
し
た
。
た
と
え
ば
戦
後
に
お
い
て

は
「
民
主
主
義
的
偽
善
」
が
労
働
力
政
策
の
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果

し
て
い
る
。
労
働
力
政
策
の
こ
の
性
格
が
、
資
本
蓄
積
の
階
梯
を
反
映

し
た
「
杜
会
政
策
の
危
機
」
を
意
味
す
る
も
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
逆

に
そ
れ
か
ら
の
抽
象
を
可
能
に
し
、
　
「
賃
労
働
に
、
お
け
る
封
建
性
」
論

争
を
契
機
と
し
て
杜
会
政
策
論
か
ら
の
最
終
的
秋
別
を
な
さ
し
め
る
の

で
あ
る
。

（
１
）

黒
川
俊
雄
・
加
藤
佑
治
「
『
労
働
力
流
動
化
』
政
策
と
そ
の
背
景
」

（
『
労
働
・
農
民
運
動
』
一
九
六
七
年
九
月
号
所
収
）
二
八
頁
。

加
藤
佑
治
著
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
労
働
政
策
』
（
三
好
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

同
書
、
三
〇
頁
。

同
書
、
三
一
頁
。

労
働
省
は
昭
和
四
六
年
度
か
ら
、
重
点
産
業
と
し
て
鉄
鋼
、
電
力
、

機
械
な
ど
の
基
礎
資
源
型
工
業
と
高
度
加
工
産
業
お
よ
び
運
輸
、
通

信
、
医
療
、
保
険
業
な
ど
の
公
益
事
業
の
合
計
二
一
業
種
を
指
定
し
、

鋳
物
工
や
塗
装
工
た
ど
一
七
職
種
に
っ
き
、
就
職
資
金
手
当
や
訓
練

手
当
の
支
給
を
手
は
じ
め
と
し
て
「
労
働
カ
誘
導
」
政
策
を
導
入
す

る
構
想
を
打
ち
だ
し
た
（
『
日
本
経
済
新
聞
』
　
一
九
七
〇
年
七
月
三

一
日
号
）
。

戦
時
社
会
政
策
論
に
お
げ
る
理
論
的
後
退
の
原
因
は
、
こ
の
資
本
蓄

積
の
階
梯
規
定
の
脱
落
に
あ
っ
た
。
こ
の
脱
落
に
よ
っ
て
、
戦
前
の

社
会
政
策
論
が
戦
時
下
の
「
変
化
」
を
と
げ
、
ま
た
そ
の
「
抽
象
性
」

を
戸
塚
氏
の
い
わ
れ
る
内
容
と
は
違
う
意
味
で
（
前
掲
、
戸
塚
秀
夫

「
戦
時
社
会
政
策
論
の
一
回
顧
」
）
抽
象
性
を
生
ん
だ
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
「
抽
象
性
」
こ
そ
、
服
部
英
太
郎
氏
が
戦
時
社
会
政

策
の
「
国
家
目
的
」
の
是
認
を
前
提
し
て
戦
時
社
会
政
策
論
を
展
開

し
え
た
（
前
掲
、
加
藤
佑
治
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
労
働
政
策
』
八

頁
）
こ
と
の
原
因
で
も
あ
っ
た
。

加
藤
佑
治
「
『
労
働
カ
流
動
化
』
政
策
と
賃
金
政
策
」
（
専
修
大
学
社

会
科
学
研
究
所
『
社
会
科
学
年
報
」
第
一
号
、
一
九
六
六
年
所
収
）

三
二
七
頁
。

前
掲
、
黒
川
俊
雄
、
加
藤
佑
治
「
『
労
働
力
流
動
化
』
政
策
と
そ
の

背
景
」
三
七
頁
。

加
藤
氏
は
、
戦
前
段
階
と
今
日
段
階
の
労
働
力
政
策
は
「
両
者
と
も

各
段
階
の
日
本
資
本
主
義
の
構
造
的
矛
雁
の
顕
現
、
そ
の
危
機
の
克

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
一
　
（
三
九
三
）



（
９
）

立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
三
号
）

服
を
使
命
と
し
て
立
ち
あ
ら
わ
れ
て
来
て
い
る
と
い
う
点
で
大
き
く

は
範
犠
を
一
つ
」
と
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
、
加
藤
佑
治

『
日
本
帝
国
主
義
下
の
労
働
政
策
』
二
六
三
頁
）
。

前
掲
、
加
藤
佑
治
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
労
働
政
策
』
「
は
し
が
き
」

お
よ
び
一
頁
。

二
　
「
全
般
的
労
働
義
務
制
」

解
明
の
理
論
構
造

）
１
　
理
論
構
成
　
　
旧
稿
と
の
関
連
を
含
め
て

（
本
書
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
ま
え
が
き

　
序
章
　
問
題
の
所
在
と
研
究
の
前
提

　
　
第
一
節
　
研
究
の
現
代
的
意
義
　
　
国
家
独
占
資
本
主
義
労
働

　
　
　
　
　
政
策
と
日
本
労
働
問
題
研
究
の
反
省

　
　
第
二
節
国
家
独
占
資
本
主
義
労
働
政
策
と
し
て
の
全
般
的
労

　
　
　
　
　
働
義
務
制
の
考
察

　
第
一
章
日
本
に
お
け
る
全
般
的
労
働
義
務
制
の
法
的
発
生

　
　
第
一
節
全
般
的
労
働
義
務
制
似
法
的
発
生
の
経
過

　
　
第
二
節
全
般
的
労
働
義
務
制
の
法
的
発
生
の
諸
条
件

　
第
二
章
　
日
本
に
お
け
る
全
般
的
労
働
義
務
制
の
成
立

　
　
第
一
節
国
家
総
動
員
法
に
お
け
る
徴
用
規
定
の
特
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
一
　
（
三
九
四
）

　
　
　
第
二
節
　
全
般
的
労
働
義
務
制
の
法
的
確
立

　
　
第
三
章
　
日
本
に
お
け
る
全
般
的
労
働
義
務
制
の
展
開

　
　
第
一
節
　
全
般
的
労
働
義
務
制
展
開
の
諸
前
提
に
関
す
る
若
干

　
　
　
　
　
　
の
考
察

　
　
　
第
二
節
　
全
般
的
労
働
義
務
制
の
基
軸
と
し
て
の
徴
用
制
の
実

　
　
　
　
　
施
と
展
開

　
　
　
第
三
節
　
全
般
的
労
働
義
務
制
の
基
軸
と
し
て
の
徴
用
制
の
実

　
　
　
　
　
態

　
　
第
四
章
　
日
本
に
お
け
る
全
般
的
労
働
義
務
制
の
挫
折
と
再
構
成

　
　
　
第
一
節
　
旦
雇
労
働
者
層
把
握
の
失
敗
と
全
般
的
労
働
義
務
制

　
　
　
　
　
　
の
挫
折

　
　
　
第
二
節
　
植
民
地
労
働
力
の
導
入
に
よ
る
全
般
的
労
働
義
務
制

　
　
　
　
　
　
の
再
構
成

　
　
第
五
章
　
日
本
帝
国
主
義
の
敗
北
と
全
般
的
労
働
義
務
制
の
崩
壌

　
　
　
あ
と
が
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
ま
た
、
本
書
の
課
題
は
、
国
家
独
占
資
本
主
義
諸
政
策
の
体
系
的
把

握
の
一
環
と
し
て
の
「
労
働
問
題
に
。
お
け
る
政
策
的
研
究
」
に
あ
る
。

こ
う
し
た
分
析
の
た
め
に
は
、
　
「
こ
れ
ま
で
の
国
家
独
占
資
本
主
義
の



労
働
政
策
を
因
別
に
ま
た
歴
史
的
か
っ
具
体
的
に
分
析
し
、
　
そ
の
総

合
」
が
必
要
だ
と
し
、
そ
こ
か
ら
「
ま
さ
に
労
働
政
策
と
く
に
労
働
力

確
保
政
策
が
全
国
家
政
策
の
中
軸
に
す
わ
っ
て
い
た
よ
う
に
見
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

日
本
の
戦
前
段
階
の
分
析
」
が
不
可
欠
の
課
題
と
た
る
と
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
労
働
政
策
が
国
家
独
占
資
本
主
義
経
済
政
策
の
主
要
部
分

　
　
（
２
）

を
な
し
、
そ
の
労
働
政
策
の
中
軸
と
し
て
「
全
般
的
労
働
義
務
制
」
を

位
置
づ
け
、
し
か
も
そ
れ
が
戦
時
日
本
資
本
主
義
で
全
面
展
開
を
な
し

と
げ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
本
書
の
課
題
は
、
戦
時
体
制
下
の
「
全
般
的

労
働
義
務
制
」
の
展
開
過
程
を
究
明
す
る
こ
と
を
視
角
と
し
て
分
析
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
全
般
的
労
働
義
務
制
」
の
一
般
的
解
明
に
よ
っ
て
、
　
「
そ
の
発
現

は
主
と
し
て
、
階
級
斗
争
に
、
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
る
と
は
い
え
、
資
本
主
義

発
展
の
必
然
的
帰
結
」
と
し
て
独
占
資
本
主
義
の
段
階
で
あ
ら
わ
れ
て

く
る
「
労
働
力
確
保
政
策
の
最
高
形
態
」
た
る
二
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
。　

つ
い
で
全
般
的
労
働
義
務
制
成
立
の
前
提
と
し
て
、
そ
の
「
法
的
根

拠
の
発
生
過
程
」
の
分
析
か
ら
そ
の
全
展
開
過
程
が
解
明
さ
れ
る
。
こ

の
章
で
は
、
…
日
本
に
お
い
て
た
ぜ
こ
の
時
期
に
国
家
独
占
資
木
主
義

労
働
力
政
策
の
法
的
基
礎
が
あ
ら
わ
れ
、
似
し
か
も
全
般
的
労
働
義
務

　
　
　
　
加
藤
佑
治
著
『
□
木
帝
国
主
義
下
の
労
働
政
策
』
（
三
好
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

制
の
形
態
を
と
っ
た
か
、
の
問
題
が
と
り
あ
っ
か
わ
れ
る
。
こ
の
問
題

意
識
は
以
下
の
令
分
析
過
程
に
一
貫
し
て
流
れ
、
　
「
戦
時
経
済
の
進
展

に
と
も
な
っ
て
勉
っ
た
半
封
建
的
零
細
耕
作
を
某
軸
と
す
る
蓄
積
方
式

の
動
揺
と
こ
の
崩
壊
を
く
い
と
め
る
た
め
に
、
全
般
的
労
働
義
務
制
を

根
幹
と
す
る
一
連
の
労
働
政
策
に
よ
っ
イ
、
、
そ
の
高
度
の
蓄
積
率
を
補

（
４
）

強
」
す
る
過
程
と
し
て
解
明
さ
れ
る
。
す
た
わ
ち
、
軍
需
牛
産
体
制
の

強
化
の
も
と
で
の
小
産
手
段
生
産
部
門
の
高
度
化
が
「
一
定
水
準
を
有

す
る
労
働
力
を
大
県
に
必
要
と
す
る
」
に
ー
い
た
る
こ
と
と
、
　
「
よ
り
少

数
の
農
民
に
。
よ
る
食
糧
の
剰
余
生
産
物
の
増
大
」
要
求
と
が
、
　
「
当
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

の
日
本
資
本
主
義
に
と
っ
て
一
個
の
矛
盾
で
あ
っ
た
」
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
、
労
働
者
階
級
や
農
民
の
組
織
的
抵
抗
運
動
の
間
題
と

と
も
に
戦
時
日
本
因
家
独
占
資
本
主
義
労
働
政
策
分
析
の
内
容
を
な
す

の
で
あ
る
。

　
全
般
的
労
働
義
務
制
が
日
本
資
本
主
義
の
蓄
積
方
式
の
特
質
た
る
低

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

賃
銀
体
制
の
「
補
完
的
機
能
」
を
果
す
も
の
と
し
て
形
成
さ
れ
た
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、
低
賃
銀
の
最
底
辺
を
形
成
す
る
旦
雇
労
働
老
把
握
の
失

敗
は
全
般
的
労
働
義
務
制
の
意
図
を
挫
折
さ
せ
る
こ
と
に
た
り
、
そ
の

再
建
の
た
め
に
柿
民
地
労
働
力
の
強
制
移
入
に
よ
る
全
般
的
労
働
義
捗

制
の
再
編
成
が
問
題
と
な
る
。
こ
こ
に
全
般
的
労
働
義
務
制
の
全
変
遷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
二
　
（
三
九
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
三
号
）

過
程
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
っ
い
で
目
本
資
本
主
義

の
戦
時
経
済
の
崩
壊
と
と
も
に
そ
の
労
働
政
策
も
事
実
上
破
産
し
、
目

本
帝
国
主
義
の
敗
北
と
と
も
に
全
般
的
労
働
義
務
制
も
崩
壊
す
る
こ
と

と
な
る
。

　
以
上
が
本
書
の
概
要
で
あ
る
が
、
戦
時
労
働
政
策
を
「
全
般
的
労
働

義
務
制
」
の
生
成
、
展
開
・
消
減
の
全
過
程
と
し
て
解
明
せ
ん
と
す
る

意
図
は
、
加
藤
氏
が
一
九
六
五
年
に
発
表
さ
れ
た
論
稿
「
日
本
に
お
け

る
『
全
般
的
労
働
義
務
制
』
の
成
立
　
　
国
家
独
占
資
本
主
義
の
労
働

力
確
保
政
策
の
問
題
に
。
関
連
し
て
　
　
」
（
『
土
地
制
度
吏
学
』
第
二
八
号
）

に
発
す
る
。
そ
れ
以
後
本
書
の
原
型
と
な
る
諸
論
稿
が
一
九
六
九
年
ま

で
に
次
々
に
発
表
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
諸
論
稿
は
本
書
の
中
で
は
若

干
の
補
筆
・
是
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
そ
の
跡
を
追
い
た
が
ら
加

藤
氏
に
よ
る
日
本
国
家
独
占
資
本
主
義
労
働
政
策
論
の
形
成
過
程
を
明

ら
か
に
し
、
本
書
の
内
容
を
も
う
一
度
内
的
側
面
か
ら
明
ら
か
に
し
て

み
よ
う
。
そ
れ
は
加
藤
氏
に
と
っ
て
は
迷
惑
な
穿
襲
と
な
る
か
も
知
れ

た
い
が
、
国
家
独
占
資
本
主
義
労
働
政
策
の
理
論
展
開
を
一
層
鮮
明
に

す
る
た
め
に
敢
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　
日
本
資
本
主
義
に
お
げ
る
全
般
的
労
働
義
務
制
の
法
的
発
生
は
、
軍

需
工
業
動
員
法
（
一
九
一
八
年
）
に
さ
か
の
ぽ
る
。
し
か
し
全
般
的
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
四
　
（
三
九
六
）

義
務
制
が
全
面
的
に
展
開
し
た
の
は
、
一
九
三
八
年
の
国
家
総
動
員
法

の
制
定
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
軍
需
工
業
動
員
法
の
制
定
と
国
家

総
動
員
法
に
よ
る
全
般
的
労
働
義
務
制
の
全
面
展
開
ま
で
の
期
問
は
一

体
ど
の
よ
う
た
内
容
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ

い
て
、
旧
稿
と
の
間
に
若
干
の
く
い
違
い
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

さ
き
に
掲
げ
た
「
日
本
に
お
け
る
『
全
般
的
労
働
義
務
制
』
の
成
立
」

に
よ
る
と
、
　
「
一
九
二
一
年
の
ワ
シ
ソ
ト
ン
会
議
を
契
機
と
す
る
内
外

の
軍
縮
論
は
、
第
一
次
大
戦
期
に
生
れ
出
た
、
こ
の
『
軍
需
工
業
動
員

体
制
』
を
一
時
的
に
事
実
上
の
消
減
に
至
ら
し
め
る
た
め
の
重
要
た
要

　
　
　
　
（
７
）

因
を
な
し
た
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
本
書
で
は
「
第
一
次
大
戦
期

に
原
型
を
成
立
せ
し
め
た
こ
の
軍
需
工
業
動
員
体
制
は
、
後
に
詳
述
す

る
よ
う
に
、
そ
の
後
も
一
定
の
量
的
匁
変
化
を
と
げ
、
こ
れ
が
新
た
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

情
勢
の
も
と
に
質
的
な
転
化
を
と
げ
る
に
至
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
別
の
箇
所
で
は
そ
れ
を
敷
術
し
て
、
　
「
第
一
次
大
戦
下
に
成
立
し
た

軍
需
工
業
動
員
法
は
一
九
三
七
年
ま
で
ほ
と
ん
ど
実
質
的
な
適
用
を
見

る
こ
と
た
く
、
い
わ
ぱ
冬
眠
の
状
態
を
続
け
て
き
た
。
だ
が
、
法
律
の

実
際
の
適
用
は
な
く
と
も
、
第
一
次
大
戦
時
に
こ
の
法
律
を
主
軸
と
し

て
成
立
し
た
軍
需
工
業
動
員
体
制
は
、
一
時
的
に
は
消
滅
し
た
か
に
見

え
な
が
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
た
形
態
で
存
続
し
労
働
者
階
級
を
中
心
と
す



る
民
主
主
義
勢
力
の
圧
殺
を
挺
子
と
し
七
満
州
侵
略
開
始
後
、
と
く
に

日
中
戦
争
開
始
後
の
前
述
し
た
ご
と
き
新
た
た
怖
勢
の
も
と
に
念
速
た

整
備
を
見
、
つ
い
に
軍
需
工
業
動
員
法
の
適
用
（
実
際
に
は
こ
の
法
律
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

復
活
）
と
た
り
、
さ
ら
に
国
球
総
動
貝
法
に
転
化
す
る
」
と
の
べ
ら
れ

て
い
る
。
で
は
そ
の
中
で
二
定
の
最
的
な
変
化
」
と
し
て
「
さ
ま
ざ

ま
た
形
態
で
存
続
」
し
た
と
さ
れ
る
内
容
は
何
か
。
そ
れ
は
、
労
働
力

不
足
に
た
い
す
る
措
置
と
し
て
の
「
国
家
権
力
に
よ
る
労
働
市
場
へ
の

直
接
的
干
渉
」
で
あ
り
、
軍
需
工
業
動
員
法
の
具
体
化
と
し
て
は
一
九

一
九
年
の
軍
需
調
査
令
と
一
九
三
七
年
の
工
場
蒋
業
場
管
理
令
が
あ
げ

ら
れ
る
。
ま
た
さ
ら
に
、
第
一
次
大
戦
後
い
く
ぼ
く
も
た
く
「
事
実
上

解
体
を
と
げ
た
」
軍
需
工
業
動
員
体
制
も
、
一
九
二
七
年
の
資
源
局
設

置
、
一
九
三
五
年
の
内
閣
調
査
局
設
置
と
企
画
庁
へ
の
改
変
（
一
九
三

七
年
）
、
資
源
局
と
企
画
庁
の
合
併
に
よ
る
企
画
院
設
置
（
一
九
三
七
年
）
、

軍
需
工
業
動
員
法
の
目
中
戦
争
へ
の
適
用
（
一
九
三
七
年
）
と
い
う
事
実

経
過
に
よ
っ
て
同
家
総
動
員
体
制
に
継
続
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
本
書
に
わ
い
て
、
軍
需
工
業
動
員
体
制
が
同
家
総
動
員
体
制
に
展
開

す
る
過
程
が
旧
稿
よ
り
精
綴
化
さ
れ
る
。
こ
の
精
綴
化
に
お
け
る
論
理

ぱ
、
国
家
が
労
働
市
場
に
介
入
せ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
深
刻
な
「
労

働
力
不
足
」
が
、
　
「
上
部
構
造
」
の
展
開
を
「
促
迫
」
す
る
こ
と
に
あ

　
　
　
　
加
藤
佑
治
著
『
□
木
帝
国
士
上
義
下
の
労
働
政
策
』
（
三
好
）

る
。
こ
の
「
上
部
構
造
」
の
展
開
は
、
労
働
者
階
級
へ
の
弾
圧
と
全
般

的
労
働
義
務
制
の
成
立
と
し
て
具
体
的
に
と
ら
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
軍
需
工
業
動
員
法
は
一
部
の
平
時
に
お
け
る
奨
励
規
定
が

発
動
さ
れ
た
だ
け
で
、
一
九
三
七
年
の
一
－
適
用
法
」
の
実
際
の
発
動
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

一
九
三
八
年
に
た
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
こ
の
軍
需
工
業
動

員
法
の
制
定
と
発
動
の
ズ
レ
の
事
実
を
ど
う
み
る
か
と
い
う
こ
と
は
大

き
た
問
題
で
あ
る
。
加
藤
氏
は
こ
の
問
題
を
、
　
「
上
部
構
造
」
の
発
展

げ
」
お
け
る
継
続
性
に
よ
っ
て
軍
需
工
業
動
員
体
制
と
国
家
総
動
員
体
制

の
連
関
を
い
い
つ
つ
、
軍
需
工
業
動
員
法
体
制
は
「
事
実
上
」
消
減
し

た
と
し
て
、
旧
稿
で
不
明
瞭
で
あ
っ
た
の
を
分
析
を
精
紋
化
す
る
こ
と

で
解
決
し
よ
う
と
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
加
藤
氏
は
、
こ
の
ズ
レ
の
問

題
を
「
上
部
構
造
」
上
の
問
題
と
全
般
的
労
働
義
務
制
の
内
容
の
問
題

に
分
け
る
こ
と
で
解
決
し
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は

ま
た
、
土
台
の
「
促
迫
」
に
よ
る
「
上
都
構
造
」
の
変
化
を
明
ら
か
に
。

す
る
こ
と
が
「
全
機
構
」
的
把
握
で
あ
る
と
す
る
分
析
方
法
の
帰
結
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
Ｌ
て
加
藤
氏
に
お
い
て
は
、
軍
需

工
業
動
員
体
制
、
国
家
総
動
員
体
制
が
法
体
制
と
し
て
機
構
的
に
と
ら

え
ら
れ
、
そ
の
こ
と
が
全
般
的
労
働
義
務
制
の
中
軸
と
し
て
の
徴
用
制

の
淵
源
を
徴
発
令
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
五
　
（
三
九
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
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九
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・
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と
こ
ろ
で
、
戦
後
今
日
の
労
働
力
政
策
が
戦
時
体
制
下
の
労
働
力
政

策
と
酷
似
し
、
全
般
的
労
働
義
務
制
へ
の
傾
斜
を
深
め
つ
つ
あ
る
と
い

う
認
識
に
た
て
ば
、
こ
の
戦
時
下
の
全
般
的
労
働
義
務
制
の
分
析
も
そ

の
歴
史
的
位
置
を
ふ
く
め
て
全
面
的
た
解
明
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

旧
稿
の
「
い
わ
ゆ
る
『
全
般
的
労
働
義
務
制
』
の
本
質
を
め
ぐ
っ
て
－

１
と
く
に
そ
の
概
念
形
成
の
間
題
を
中
心
に
　
　
」
　
（
専
修
経
済
学
論
集

第
五
号
、
一
九
六
七
年
）
は
そ
う
し
た
意
図
を
も
っ
た
論
稿
と
い
い
え
よ

う
。
そ
れ
は
全
般
的
労
働
義
務
制
成
立
の
論
理
と
概
念
の
確
定
に
。
よ
っ

て
、
国
家
独
占
資
本
主
義
労
働
政
策
と
し
て
の
全
般
的
労
働
義
務
制
の

一
般
的
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
全
般
的
労
働
義
務
制

の
こ
う
し
た
一
般
的
考
察
は
、
加
藤
氏
に
と
っ
て
は
戦
時
目
本
資
本
主

義
で
の
労
働
政
策
を
国
家
独
占
資
本
主
義
労
働
政
策
と
し
て
解
明
す
る

た
め
に
不
可
欠
の
前
提
作
業
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
　
「
資
本
主
義
の
も

と
で
の
全
般
的
労
働
義
務
制
は
資
本
の
蓄
積
要
求
が
戦
争
と
い
う
条
件
、

し
た
が
っ
て
労
働
者
階
級
の
相
対
的
敗
北
と
劣
勢
と
い
う
条
件
の
も
と
．

で
促
進
せ
し
め
ら
れ
た
結
果
と
し
て
生
れ
た
も
の
で
あ
り
、
銀
行
、
シ

ソ
ジ
ヶ
ー
ト
等
と
同
じ
く
資
本
主
義
の
胎
内
に
－
芽
生
え
た
、
杜
会
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

経
済
の
形
式
的
前
提
で
あ
る
」
と
い
う
結
論
を
「
一
般
的
考
察
」
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
分
析
手
段
と
し
て
日
本
資
本
主
義
の
戦
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
六
　
（
三
九
八
）

労
働
政
策
を
解
明
す
る
と
き
、
そ
れ
は
今
度
は
理
論
と
し
て
で
な
く
歴

史
分
析
と
な
ら
ざ
る
を
え
ま
い
。
ま
た
こ
の
よ
う
た
分
析
方
法
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
さ
れ
る
結
論
は
、
　
日
本
帝
国
主
義
の
特
質
、
　
す
た
わ
ち

「
生
産
の
高
度
の
集
積
、
高
度
の
『
杜
会
化
』
を
基
礎
と
し
た
最
新
の

金
融
資
本
の
独
占
を
、
植
民
地
を
不
可
欠
の
構
造
的
一
環
と
し
た
半
封

建
的
諸
関
係
に
、
よ
っ
て
代
位
・
補
充
し
て
お
り
、
こ
れ
を
支
え
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

が
強
大
た
軍
事
力
で
あ
っ
た
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
労
働
政
策
は
当

初
か
ら
植
民
地
侵
略
と
結
合
し
て
弾
圧
政
策
と
し
て
現
わ
れ
、
こ
れ
に

よ
り
全
般
的
労
働
義
務
制
が
全
労
働
政
策
の
基
底
と
な
っ
た
と
い
う
こ

と
の
分
析
に
つ
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
以
下
の
分
析
が
全
般
的
労

働
義
務
制
を
軸
と
し
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
さ
ら
に
、
旧
稿
と
の
関
連
で
若
干
の
補
強
を
み
た
部
分
は
、
農
業
労

働
力
「
枯
渇
」
の
背
景
と
し
て
の
「
半
封
建
的
寄
生
地
主
制
」
の
評
価

に
っ
い
て
で
あ
る
。
　
す
た
わ
ち
、
　
加
藤
氏
は
旧
稿
と
同
じ
く
そ
れ
を

「
根
本
的
に
は
変
化
を
」
な
か
っ
た
」
と
し
つ
つ
、
本
書
で
は
栗
原
百

寿
氏
の
説
に
よ
り
た
が
ら
「
実
質
上
の
地
主
制
が
急
激
に
機
能
喪
失
し

た
が
ら
も
、
そ
の
建
前
と
し
て
の
土
地
所
有
関
係
を
維
持
し
な
け
れ
ぼ

　
　
　
　
　
（
１
４
）

た
ら
な
い
現
実
」
に
１
よ
っ
て
、
徴
用
制
が
全
般
的
労
働
義
務
制
の
中
軸

と
し
て
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
し
か
し
、



低
賃
銀
基
盤
を
動
揺
さ
せ
る
こ
の
「
半
封
延
的
寄
生
地
主
制
」
の
「
機

能
喪
失
過
程
」
に
お
い
て
、
低
賃
銀
基
盤
を
維
持
す
る
た
め
に
「
雄
前

と
し
て
の
土
地
所
有
関
係
の
維
持
」
が
は
か
ら
れ
る
と
い
、
）
と
き
、
賃

銀
論
と
し
て
は
「
低
賃
銀
構
造
論
」
の
論
理
を
そ
こ
に
み
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
そ
れ
で
は
戦
時
下
の
「
職
工
農
家
」
を
ど
う
評
価
す
る
の
か
、
と

い
っ
た
問
題
も
そ
こ
に
は
あ
る
と
い
わ
ね
ぼ
な
ら
た
い
。

（
ユ
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
１
０
）

（
ｕ
）

（
１
２
）

（
１
３
）

前
掲
、
加
藤
佑
治
『
口
木
帝
同
主
義
下
の
労
働
政
策
』
一
九
頁
。

同
書
、
二
一
－
二
頁
。

同
書
、
五
一
－
二
頁
。

同
書
、
四
頁
。

同
書
、
一
一
八
頁
。

同
書
、
六
九
頁
。

前
掲
、
加
藤
佑
治
「
口
本
に
お
げ
る
『
全
般
的
労
働
義
稚
制
』
の
成

立
」
三
八
頁
。

前
掲
、
加
藤
佑
治
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
労
働
政
策
』
七
九
頁
。

同
書
、
一
〇
一
頁
。

通
商
産
業
省
編
『
商
工
政
策
吏
』
第
一
一
巻
、
産
業
統
制
、
一
九
六

四
年
、
三
一
頁
、
一
五
六
頁
。

な
お
、
加
藤
氏
の
専
修
大
学
『
専
修
経
済
学
論
集
』
第
二
号
お
よ
び

第
三
号
所
収
の
論
稿
に
つ
い
て
は
、
残
念
た
が
ら
対
照
し
検
討
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

前
掲
、
加
藤
佑
治
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
労
働
政
策
』
四
二
頁
。

同
書
、
四
四
頁
。

加
藤
佑
治
著
『
日
木
帝
国
主
義
下
の
労
働
政
策
』
（
三
好
）

　
（
ｕ
）
　
同
書
、
　
一
五
三
－
四
頁
。

）

　
２
　
　
「
全
般
的
労
働
義
務
制
」
展
閑
の
論
珊

　
（
　
全
般
的
労
働
義
務
制
の
「
一
般
的
考
察
」
に
つ
い
で
、
日
本
因
家
独

占
資
本
主
義
労
働
政
策
と
全
般
的
労
働
義
務
制
に
っ
い
て
の
若
干
の
考

察
が
な
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
日
本
帝
国
主
義
の
特
質
か
ら
「
強
権
的

労
働
政
策
」
が
国
家
独
占
資
本
主
義
労
働
政
策
と
し
て
当
初
か
ら
出
現

し
、
こ
の
「
強
権
的
労
働
政
策
」
の
実
質
上
の
成
功
が
全
般
的
労
働
義

務
制
を
し
て
全
労
働
政
策
の
某
底
た
ら
し
め
た
と
さ
れ
る
。

　
本
書
で
は
、
日
本
資
本
主
義
に
お
け
る
全
般
的
労
働
義
雅
制
の
全
面

的
展
開
の
歴
史
過
程
は
、
…
「
労
働
力
不
足
」
に
よ
っ
で
、
も
た
ら
さ
れ

た
「
促
迫
」
と
、
似
こ
の
「
促
迫
」
に
よ
る
「
上
部
構
造
」
の
変
化
過

程
と
し
て
「
全
機
構
」
的
把
握
が
な
さ
れ
る
。
以
下
そ
の
歴
史
過
程
分

析
の
論
理
構
造
を
跡
づ
け
つ
つ
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。

　
〔
展
開
１
〕

　
日
本
資
本
主
義
に
お
け
る
全
般
的
労
働
義
携
制
の
法
的
発
生
は
、
一

九
一
八
年
の
軍
需
工
業
動
員
法
に
。
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
軍
需
工
業
動
員

法
を
成
立
せ
し
め
た
基
底
条
件
、
つ
ま
り
軍
需
工
業
動
員
法
が
日
本
国

家
独
占
資
本
主
義
の
労
働
力
確
保
政
策
と
し
て
成
立
し
た
条
件
は
、

「
日
本
資
本
主
義
の
軍
事
的
性
格
に
基
因
す
る
独
特
な
資
本
蓄
積
の
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
七
　
（
三
九
九
）



　
　
　
　
立
命
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経
済
学
（
第
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九
巻
・
第
三
号
）

行
、
具
体
的
に
は
八
幡
製
鉄
を
は
じ
め
と
す
る
官
営
軍
需
工
業
に
お
い

て
優
秀
た
国
外
品
を
も
っ
て
す
る
固
定
資
本
の
大
量
の
新
設
と
拡
大
が

行
な
わ
れ
、
こ
の
新
設
・
拡
大
さ
れ
た
生
産
手
段
に
対
応
し
た
跨
大
な

基
本
原
料
（
鉄
、
石
炭
）
の
確
保
と
な
ら
ぶ
大
最
の
熟
練
並
び
に
１
『
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

準
的
』
労
働
力
確
保
を
必
要
と
し
た
」
こ
と
と
、
ロ
シ
ヤ
十
月
革
命
、

ブ
レ
ス
ト
・
リ
ト
ヴ
ス
ク
講
和
か
ら
く
る
危
機
感
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諾
因

の
労
働
力
政
策
の
影
響
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
と
く
に
「
労
働
力
不

足
」
に
つ
い
て
は
、
膨
大
な
軍
需
発
詳
に
よ
る
再
生
産
構
造
の
第
一
部

門
拡
大
過
程
で
も
た
ら
さ
れ
た
「
労
働
力
不
足
」
で
あ
っ
て
、
こ
の
軍

需
発
註
は
「
第
一
次
大
戦
以
来
の
恐
慌
と
不
況
の
連
続
の
な
か
で
独
占

体
制
が
進
展
し
、
か
つ
こ
れ
が
労
働
者
階
級
に
た
い
す
る
弾
圧
を
背
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

と
し
た
大
恐
慌
の
対
策
を
通
し
て
一
定
の
成
功
を
お
さ
め
て
い
た
」
こ

と
が
、
そ
れ
以
後
に
採
用
さ
れ
た
一
連
の
国
家
独
占
資
本
主
義
的
政
策

の
成
功
を
生
む
経
済
的
基
礎
と
た
っ
て
い
た
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
「
労
働
力
不
足
」
は
、
戦
時
下
国
家
総
動
員
法
が
展
開
す
る
時

期
に
は
、
ｏ
ｏ
半
封
建
的
構
造
下
の
農
業
労
働
力
の
「
枯
渇
」
、
似
軍
事

動
員
に
よ
る
労
働
力
不
足
の
深
刻
化
、
岬
生
産
力
停
滞
下
の
第
一
都
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

拡
大
に
よ
る
「
平
職
工
」
不
足
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
農
業
労
働
力
の
「
枯
渇
」
が
低
賃
銀
基
盤
を
弛
緩
さ
せ
る
こ
と
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
八
　
（
四
〇
〇
）

ら
、
都
市
労
働
力
を
強
制
調
達
す
る
た
め
の
徴
用
制
の
成
立
が
と
か
れ

る
。

　
こ
う
し
て
加
藤
氏
に
、
お
い
て
は
、
労
働
力
不
足
は
○
り
軍
需
工
業
を
軸

と
し
た
第
一
部
門
の
拡
大
に
よ
る
産
業
構
造
の
「
高
度
化
」
と
、
そ
の

拡
大
過
程
が
生
産
力
の
停
滞
の
も
と
で
進
行
し
た
こ
と
で
、
「
平
職
工
」

不
足
を
結
果
し
た
と
い
う
戦
時
生
産
力
構
造
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
て

い
る
。
だ
か
ら
、
労
働
力
の
配
置
も
こ
の
生
産
力
構
造
に
相
応
じ
る
も

の
と
し
て
成
立
す
る
。
似
つ
ぎ
に
農
業
労
働
力
の
「
枯
渇
」
が
低
賃
銀

の
基
盤
を
弛
緩
さ
せ
る
が
、
拡
大
す
る
労
働
力
需
要
を
都
市
労
働
力
の

動
員
に
も
と
め
る
こ
と
で
、
農
業
に
お
げ
る
労
働
力
流
出
を
防
ぎ
そ
こ

で
の
土
地
所
有
関
係
の
維
持
を
は
か
る
こ
と
で
、
低
賃
銀
基
盤
の
動
揺

に
対
処
す
る
。
こ
れ
が
都
市
労
働
力
の
強
制
調
達
と
し
て
の
徴
用
制
成

立
の
論
理
で
あ
る
。

　
第
一
の
理
論
に
お
い
て
は
、
軍
需
工
場
と
り
わ
げ
大
資
本
へ
の
労
働

力
の
集
積
が
戦
時
生
産
崩
壊
過
程
で
も
つ
資
本
蓄
積
機
構
と
し
て
の
内

容
が
残
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
そ
こ
で
は
、
軍
事
経
済
体
制

の
形
成
が
戦
時
産
業
合
理
化
と
し
て
展
開
し
、
そ
の
過
程
の
中
で
起
っ

た
労
働
力
不
足
の
問
題
と
し
て
の
解
明
が
残
さ
れ
た
課
題
と
た
る
で
あ

ろ
う
。
ま
た
第
二
の
理
論
に
お
い
て
は
、
戦
時
下
農
民
層
分
解
に
関
連



し
て
「
職
工
撲
家
」
の
問
題
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
別
と
し
て
も
、
徴
川

制
が
都
市
労
働
力
の
強
制
調
達
た
る
と
き
、
そ
れ
ま
で
の
低
賃
銀
の
構

造
的
基
盤
の
一
っ
で
あ
っ
た
都
市
停
滞
失
業
者
胴
と
の
関
連
は
ど
う
た

る
の
か
。
都
市
労
働
力
は
企
業
整
備
た
ど
に
－
よ
る
都
市
に
お
け
る
相
対

的
過
剰
人
口
の
強
権
的
創
出
の
間
題
を
抜
き
に
し
て
論
ず
る
こ
と
は
出

来
ま
い
。
こ
れ
が
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
加
藤
氏
が
企
般

的
労
働
義
務
制
を
徴
用
制
を
軸
と
し
て
展
開
さ
れ
る
と
ぎ
、
　
「
ど
う
し

て
全
般
的
労
働
義
務
制
の
形
態
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
か
」
と
い
う
問

題
設
定
を
し
た
こ
と
が
戦
時
失
業
問
題
の
視
角
を
欠
落
さ
せ
た
こ
と
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
問
題
で
あ
っ
た
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
〔
展
開
１
〕

　
土
台
の
「
促
迫
」
に
た
い
し
「
上
部
構
造
」
に
お
け
る
展
開
と
し
て
、

０
Ｄ
徴
用
制
が
全
般
的
労
働
義
務
制
の
某
軸
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
徴

用
制
の
「
上
都
構
造
」
に
お
け
る
全
展
開
過
程
の
分
析
が
課
題
の
中
心

と
な
る
。

　
一
八
八
二
年
の
徴
発
令
は
、
同
家
独
占
資
本
主
義
労
働
政
策
の
端
初

と
し
て
の
軍
需
工
業
動
員
法
の
中
で
貫
徹
し
、
こ
の
軍
需
工
業
動
貝
法

は
国
家
総
動
員
法
で
の
徴
用
制
に
法
的
基
礎
を
提
供
し
た
と
さ
れ
る
。

徴
用
制
は
徴
発
令
か
ら
軍
需
工
業
動
員
法
、
国
家
総
動
員
法
へ
と
展
開

　
　
　
　
加
藤
佑
治
著
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
労
働
政
策
』
（
三
好
）

す
る
中
で
、
徴
用
対
象
を
払
大
し
、
そ
の
機
構
を
整
備
し
た
。
こ
う
し

て
展
開
し
た
徴
用
制
の
本
質
は
、
低
賃
銀
基
盤
の
再
編
．
補
強
機
構
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
軍
需
工
業
動
員
法
の
労
働
統

制
条
項
の
成
立
を
、
　
「
第
一
次
大
戦
時
に
お
け
る
基
幹
産
業
部
門
で
の

鷹
大
な
固
定
資
木
の
新
設
と
払
大
に
応
じ
て
必
要
と
せ
ら
れ
る
大
量
の

労
働
力
の
吸
引
に
際
し
て
動
揺
を
来
た
し
つ
つ
あ
っ
た
従
来
の
価
値
法

則
以
前
の
生
産
関
係
い
半
隷
奴
的
賃
金
体
制
に
も
と
づ
く
低
賃
金
を
維

持
し
、
普
遍
化
す
る
た
め
に
出
現
」
し
た
も
の
と
し
て
と
ら
、
た
、
こ
１
つ

し
て
成
立
し
た
法
的
根
拠
は
「
第
二
次
大
戦
以
後
、
日
木
資
本
主
義
が

生
産
手
段
部
門
の
高
度
の
発
展
を
不
可
欠
の
条
件
と
し
て
迫
ら
れ
た
と

き
、
従
来
の
低
賃
金
構
造
を
維
持
し
つ
つ
こ
の
課
題
を
達
成
す
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

に
新
た
た
装
い
を
も
っ
て
一
挙
的
に
出
現
」
し
、
全
般
的
労
働
義
務
制

の
全
面
展
開
を
み
る
こ
と
と
た
っ
た
と
さ
れ
る
。
つ
ぎ
に
。
、
閉
全
般
的

労
働
義
務
制
の
端
初
を
た
す
軍
需
工
業
動
員
怯
成
立
の
条
件
と
し
て
、

徴
発
令
の
存
在
、
　
「
半
封
建
的
な
労
働
力
制
縛
形
態
」
の
動
揺
、
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

運
動
の
未
成
熟
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
因
家
総
動
員
法
に
も
と
づ
く
全

般
的
労
働
義
務
制
の
全
面
的
展
開
の
条
件
と
し
て
は
、
戦
貯
国
家
独
占

資
本
主
義
の
成
立
と
、
　
そ
こ
に
お
け
る
「
一
定
水
準
を
有
す
る
労
働

力
」
の
大
量
需
要
と
少
数
農
民
に
よ
る
食
糧
の
剰
余
生
産
物
の
増
大
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
九
　
（
四
〇
一
）
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（
６
）

求
と
の
問
の
矛
盾
、
　
「
労
働
力
不
足
」
に
お
け
る
と
く
に
農
村
労
働
力

の
「
枯
渇
」
、
法
的
上
部
構
造
の
「
促
迫
」
、
階
級
斗
争
に
お
い
て
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

老
階
級
が
相
対
的
に
敗
北
し
た
こ
と
た
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
第
一
の
理
論
で
は
、
動
揺
す
る
低
賃
銀
基
盤
の
再
編
・
補
強
機
構
と

し
て
の
徴
用
制
の
展
開
が
論
じ
ら
れ
る
が
、
そ
の
と
き
徴
用
制
が
全
般

的
労
働
義
務
制
の
基
軸
で
あ
る
こ
と
の
内
容
は
、
低
賃
銀
基
盤
の
維
持

の
た
め
に
都
市
労
働
力
の
強
制
調
達
の
方
向
が
必
然
的
に
生
じ
て
く
る

と
い
う
論
理
か
ら
は
た
だ
制
度
的
な
発
現
彩
態
の
問
題
と
し
て
し
か
明

ら
か
に
さ
れ
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
し
た
が
っ
て
徴
用
制
を
「
国
民
皆

働
」
体
制
と
関
連
し
て
そ
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
こ
と
が
残
さ
れ
た
課

題
と
な
る
。
こ
の
課
題
は
国
家
総
動
員
体
制
を
、
ま
た
「
国
民
皆
働
」

体
制
の
本
質
解
明
を
戦
時
経
済
体
制
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
し

に
は
解
ぎ
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
課
題
が
解
明
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
加
藤
氏
と
Ｊ
・
Ｂ
・
コ
ー
ヘ
ソ
と
の
徴
用
制
を
め
ぐ
る
若
干

　
　
　
　
　
（
８
）

の
評
価
の
相
違
に
。
つ
い
て
の
結
論
も
く
だ
し
え
よ
う
。
第
二
の
理
論
に

つ
い
て
は
、
徴
用
制
を
中
心
と
し
た
全
般
的
労
働
義
務
制
の
成
立
条
件

が
論
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
「
低
賃
銀
構
造
論
」
と
し
て
の
徴
用
制
の
理

解
か
ら
は
現
員
徴
用
制
の
解
明
は
不
充
分
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、

徴
用
制
、
さ
ら
に
全
般
的
労
働
義
務
制
の
成
立
条
件
の
解
明
の
こ
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇
　
（
四
〇
二
）

う
な
論
理
か
ら
は
、
こ
の
現
員
徴
用
制
の
意
味
は
明
ら
か
に
し
え
な
い

で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
全
般
的
労
働
義
務
制
が
も
つ
強
制
労
働
機
構
と

し
て
の
側
面
の
解
明
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
〔
展
開
皿
〕

　
全
般
的
労
働
義
務
制
が
「
労
働
力
確
保
政
策
の
最
高
形
態
」
と
し
て

と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
徴
用
制
を
中
心
と
し
た
労
働
力
動
員

の
展
開
は
都
市
の
停
滞
的
過
剰
人
口
を
く
い
つ
ぶ
し
、
そ
れ
が
旦
雇
労

働
者
の
未
曽
有
の
賃
銀
騰
貴
を
も
た
ら
し
、
　
「
徴
用
制
を
主
軸
と
す
る

労
働
規
制
に
よ
っ
て
つ
く
り
上
げ
ら
れ
た
低
賃
金
体
制
を
動
揺
さ
せ

（
９
）

た
」
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
　
「
半
封
建
的
基
本
構
造
を
そ
の
支
柱
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

る
、
目
本
戦
時
国
家
独
占
資
本
主
義
の
労
働
力
確
保
の
狭
隆
性
」
に
ょ

る
全
般
的
労
働
義
務
制
の
挫
折
を
、
植
民
地
労
働
力
の
強
制
移
入
に
よ

っ
て
再
編
成
し
、
低
賃
銀
構
造
を
再
補
強
し
た
こ
と
が
と
か
れ
る
。

　
し
か
し
「
労
働
力
確
保
政
策
」
と
し
て
の
全
般
的
労
働
義
務
制
を
挫

折
せ
し
め
た
「
日
本
戦
時
国
家
独
占
資
木
主
義
の
労
働
力
確
保
の
狭
隆

性
」
は
、
他
方
で
は
低
賃
銀
の
基
盤
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
っ
て
、
そ

こ
で
は
戦
時
下
の
労
働
力
不
足
が
こ
の
基
盤
を
し
て
姪
桔
と
た
ら
し
め

た
ほ
ど
の
規
模
に
達
し
た
こ
と
の
解
明
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
す

な
わ
ち
日
本
資
本
主
義
の
「
脆
弱
性
」
が
戦
時
産
業
合
理
化
過
程
で
破



産
す
る
に
い
た
っ
た
過
程
の
分
析
の
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
が
こ
こ
で
の

残
さ
れ
た
課
題
を
な
す
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
目
本
資
本
主
義
の
「
脆

弱
性
」
の
破
産
過
程
の
分
析
に
よ
っ
て
、
戦
時
労
働
政
策
の
見
せ
か
け

の
「
近
代
化
」
の
性
格
が
発
生
す
る
論
理
を
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
ユ
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
１
０
）

前
掲
、
加
藤
佑
治
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
労
働
政
策
』
五
二
頁
。

同
書
、
八
五
頁
。

同
書
、
二
一
二
上
二
頁
。

同
書
、
二
一
四
頁
。

同
書
、
六
五
－
七
一
頁
。

同
書
、
一
一
七
－
八
頁
。

同
書
、
第
三
章
第
一
節
参
照
。

Ｊ
．
Ｂ
．
コ
ー
ヘ
ン
と
の
評
価
の
連
い
は
ｍ
軌
貰
徴
用
制
が
含
ま
れ

て
い
た
い
こ
と
と
、
似
徴
用
制
の
労
稚
動
貝
そ
の
も
の
と
し
て
の
側

面
の
評
価
が
た
い
こ
と
の
二
点
か
ら
く
る
と
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
、

加
藤
佑
治
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
労
働
政
災
』
一
六
三
－
五
頁
）
。

前
掲
、
加
藤
佑
治
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
労
働
政
策
』
二
二
六
頁
。

同
書
、
二
三
三
頁
。

三
　
国
家
独
占
資
木
主
義
労
働
力
政
策
の
基
本
論
点

）
１
　
杜
会
政
策
と
労
働
政
策

（
国
家
独
占
資
本
主
義
の
資
本
蓄
積
に
お
い
て
必
然
化
さ
れ
る
も
の
と

　
　
　
加
藤
佑
治
著
『
口
本
帝
国
主
義
下
の
労
働
政
策
』
（
三
好
）

し
て
の
労
働
力
政
策
は
、
政
策
論
と
し
て
で
は
た
く
、
国
家
独
占
資
本

主
義
論
そ
の
も
の
と
し
て
重
要
な
分
析
課
題
を
衣
す
。
わ
れ
わ
れ
は
本

書
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
た
そ
こ
で
の
残
さ
れ
た
問
題
を
、
こ
の
よ
う

な
視
角
か
ら
若
干
の
整
理
を
な
し
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
労
働
問
題
把
握
の
方
法
に
関
し
て
若

干
の
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。

　
目
本
資
木
主
義
の
労
働
問
題
研
究
の
原
点
は
、
（
山
田
盛
太
郎
氏
の

『
日
本
資
本
主
義
分
析
』
　
（
以
下
『
分
析
』
と
略
称
す
る
）
に
求
め
う
る

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
山
田
氏
の
分
析
方
法
の
基
本
的
継
承
の
過
程

に
お
い
て
派
生
し
た
理
論
的
対
立
と
混
乱
と
は
、
山
田
氏
の
方
法
が
労

働
間
題
研
究
方
法
と
し
て
も
っ
限
界
を
も
同
時
に
あ
ら
わ
な
も
の
と
し

た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　
加
藤
氏
に
よ
れ
ぼ
、
戦
時
労
働
問
題
研
究
の
主
潮
流
は
『
分
析
』
の

成
果
か
ら
出
発
し
つ
つ
、
そ
れ
を
安
易
に
継
承
し
て
「
賃
労
働
に
お
け

る
封
建
性
」
を
と
き
、
農
地
改
革
に
よ
る
基
礎
過
程
の
変
化
１
１
地
主
制

の
解
体
が
明
ら
か
に
な
る
と
一
転
し
て
労
働
間
題
の
規
制
要
因
を
「
企

業
内
部
に
も
と
め
る
」
と
い
う
動
揺
を
き
た
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て

「
こ
の
よ
う
な
戦
前
段
階
の
達
成
を
直
接
し
き
う
つ
し
的
に
踏
襲
し
た

と
す
れ
ぼ
、
基
礎
過
程
の
変
化
を
見
落
す
と
い
う
あ
や
ま
り
の
ほ
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
一
　
（
四
〇
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
三
号
）

国
家
独
占
資
本
主
義
的
蓄
秩
方
式
が
視
野
に
入
ら
ず
、
方
法
的
に
も
問

題
を
農
業
か
緑
営
か
と
い
う
よ
う
に
一
面
的
に
と
ら
え
る
誤
り
を
お
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

す
こ
と
も
当
然
」
だ
と
い
わ
れ
る
。
そ
こ
で
こ
の
労
働
問
題
研
究
方
法

の
限
界
を
打
破
す
る
た
め
に
は
、
山
田
氏
の
『
分
析
』
に
お
け
る
限
界

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
が
、
そ
れ
は
『
分
析
』
の
か
か

れ
た
段
階
か
ら
来
る
制
約
に
よ
っ
て
、
　
「
戦
時
経
済
の
進
展
に
と
も
な

っ
て
起
っ
た
半
封
建
的
零
細
耕
作
を
基
調
と
す
る
蓄
積
方
式
の
動
揺
と

こ
の
崩
壊
を
く
い
と
め
る
た
め
に
、
全
般
的
労
働
義
務
制
を
根
幹
と
す

る
一
連
の
労
働
政
策
に
よ
っ
て
、
そ
の
高
度
の
蓄
積
率
を
補
強
」
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

と
い
う
困
家
独
占
資
本
主
義
的
蓄
積
方
式
が
直
接
の
分
析
対
象
と
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
の
反
省
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
反
省
こ
そ
、

国
家
独
占
資
本
主
義
労
働
政
策
の
「
全
機
構
」
的
把
握
の
内
容
を
揚
定

し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
資
本
蓄
稜
と
し
て
の
間
題
の
前
に
、

日
本
資
本
主
義
の
低
賃
銀
に
つ
い
て
の
理
論
的
反
省
の
問
題
が
あ
る
。

戦
後
の
杜
会
政
策
研
究
た
い
し
は
労
働
間
題
研
究
に
お
け
る
一
つ
の
成

果
と
し
て
の
労
働
市
場
論
の
一
定
の
評
価
に
た
っ
た
反
省
で
あ
る
。
つ

ま
り
『
分
析
』
の
継
承
に
お
け
る
「
低
賃
銀
構
造
論
」
を
、
労
働
市
場

論
と
っ
き
あ
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
段
と
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
二
　
（
四
〇
四
）

い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
作
業
は
今
日
の
労
働
市
場
論
の
批
判

を
も
っ
て
主
要
な
内
容
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
労
働
市
場
論
の
今
日
の
水
準
は
、
労
働
力
析
出
形
態
（
１
１
「
型
」
）
分
析

を
生
産
力
展
開
に
と
も
な
う
労
働
体
系
の
変
化
と
の
関
連
で
な
す
と
こ

ろ
ま
で
き
て
い
る
。
し
か
し
、
労
働
市
場
を
「
賃
労
働
の
再
生
産
過

程
」
と
し
て
と
ら
え
れ
ば
、
そ
れ
は
「
労
働
力
の
取
引
関
係
」
と
し
て

考
察
す
る
こ
と
に
。
な
っ
て
し
ま
う
。
労
働
力
商
品
の
需
給
関
係
が
何
に

よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
か
、
ま
た
そ
の
規
定
要
因
を
ど
う
と
ら
え
る
か
が
、

こ
の
労
働
市
場
論
反
省
の
中
心
的
課
題
を
な
し
て
い
る
。
そ
れ
は
労
働

市
場
を
資
本
蓄
積
の
階
梯
的
特
質
、
つ
ま
り
産
業
合
理
化
過
程
に
規
定

さ
れ
た
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
産
業
合
理
化
は
、

産
業
構
造
の
変
化
を
ふ
く
む
広
範
な
内
容
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
る
べ

き
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
相
対
的
過
剰
人
口
論
を
軸
と
し
て
展
開
さ
れ

る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
労
働
市
場
の
分
析
は
、
資
本
蓄
積
の

あ
り
方
に
か
か
わ
っ
て
資
本
・
賃
労
働
関
係
が
再
生
産
さ
れ
、
こ
の
資

本
．
賃
労
働
関
係
が
雇
用
彩
態
や
労
働
捗
態
を
規
定
す
る
こ
と
に
お
い

て
賃
銀
の
内
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
賃
銀
の
、
そ
し
て
資
本
蓄
積
の
こ
の
よ
う
な
内
容
に
お
げ
る
分

析
で
、
国
家
独
占
資
本
主
義
労
働
政
策
が
生
産
力
政
策
と
し
て
あ
ら
わ



れ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
論
班
過
程
を
明
ら
か
に
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
杜
会
政
策
論
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
　
「
杜
会
政
策
の
危
機
」
の

間
題
で
あ
っ
て
、
戦
後
の
杜
会
政
策
論
争
の
発
端
に
お
け
る
「
問
題
意

識
」
を
彩
成
せ
し
め
た
と
こ
ろ
の
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま
た
こ
の

「
杜
会
政
策
の
危
機
」
の
間
題
が
労
働
者
保
護
の
政
策
構
造
の
変
化
と

し
て
解
明
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
論
争
過
程
か
ら
国
家

独
占
資
本
主
義
杜
会
政
策
論
の
展
開
が
妨
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
戦
時
杜
会
政
策
を
杜
会
政
策
と
し
て
と
ら
え
る
た
め
に
杜
会
政
策
の

理
論
の
方
を
事
実
に
適
合
さ
せ
た
戦
時
杜
会
政
策
論
に
た
い
す
る
反
省

が
不
充
分
で
あ
っ
た
こ
と
、
っ
ま
り
論
争
の
端
初
に
お
け
る
「
間
題
芯

　
　
の
鮮
明
な
わ
り
に
は
理
論
的
整
理
が
未
成
撚
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ

っ
た
。

　
今
日
の
労
働
運
動
に
お
け
る
右
翼
的
再
編
成
の
触
向
や
そ
う
し
た
事

態
を
反
映
し
ま
た
そ
う
し
た
動
向
に
理
論
的
武
器
を
提
供
し
て
い
る
と

こ
ろ
の
労
働
問
題
分
析
に
お
け
る
生
産
力
説
の
成
立
某
盤
を
明
ら
か
に
。

す
る
た
め
に
は
、
労
働
者
保
護
の
政
策
構
造
の
桝
閉
が
重
要
な
課
題
と

た
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
加
藤
氏
は
服
都
氏
と
岸
本
氏

の
論
争
を
と
り
あ
げ
て
、
岸
本
氏
が
杜
会
政
策
を
囚
家
政
策
の
譲
歩
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

」
て
の
側
面
に
固
定
す
る
こ
と
を
批
判
し
、
国
家
労
働
政
策
と
し
て
の

　
　
　
　
加
藤
佑
治
著
『
口
本
帝
国
主
義
下
の
労
働
政
策
』
（
三
好
）

全
面
的
把
握
を
主
張
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
た
が
ら
、
加
藤
氏
で
は
杜

会
政
策
と
労
働
政
策
が
同
義
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
家

独
占
資
本
主
義
の
も
と
で
、
労
働
者
保
護
の
問
題
が
労
働
力
政
策
の
中

に
媛
小
化
さ
れ
る
こ
と
の
解
明
は
不
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
戦
時
労
働
政
策
の
研
究
は
、
こ
の
「
杜
会
政
策
の
危
機
」
の

間
題
の
解
明
に
と
っ
て
重
要
な
分
析
対
象
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
時
、

か
つ
て
の
戦
時
杜
会
政
策
論
が
「
政
策
提
案
」
の
学
に
転
落
し
た
こ
と

に
た
い
す
る
反
省
が
そ
の
出
発
点
に
お
か
れ
ね
ぼ
な
る
ま
い
。
近
頃
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

戦
時
杜
会
政
策
論
に
た
い
す
る
反
省
が
起
り
っ
っ
あ
る
が
、
そ
こ
で
明

ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
点
は
、
○
Ｏ
「
政
策
提
案
」
に
堕
し
た
根
拠
を
解
明

す
る
こ
と
、
似
そ
れ
に
は
戦
時
労
働
政
策
と
杜
会
政
策
と
の
関
連
を
明

ら
か
に
し
て
、
国
家
独
占
資
本
主
義
杜
会
政
策
論
の
起
点
を
確
認
す
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
戦
時
杜
会
政
策
論
の
ふ
く
ん
で
い
る
内
容
は
、

戦
時
下
に
お
け
る
学
問
と
い
う
特
殊
な
事
情
や
戦
前
の
事
態
と
い
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

こ
と
か
ら
く
る
間
題
以
上
に
、
同
家
独
占
資
本
主
義
杜
会
政
策
諭
に
お

け
る
理
論
上
の
問
題
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

前
掲
、

同
書
、

同
書
、

加
藤
佑
治
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
労
働
政
策
』

三
頁
。

ニ
ニ
ー
七
頁
。

一
四
一

二
（
四
〇
五
）

一
〇
頁
。



（
４
）

立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
三
号
）

戦
時
祉
会
政
策
論
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
が
社
会
政
災

の
本
質
論
争
と
関
連
し
て
論
じ
て
き
た
。
そ
の
後
論
争
の
一
時
中
断

の
あ
と
に
今
日
社
会
政
策
論
の
「
再
構
成
」
が
論
義
さ
れ
る
に
い
た

っ
て
再
び
問
趣
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
、
前
掲
、
戸
塚
秀
夫

「
戦
時
杜
会
政
策
論
の
一
回
顧
」
や
、
倣
ｍ
鼎
「
社
会
政
策
論
の

『
再
構
成
』
の
問
題
－
再
び
『
独
占
資
木
主
義
段
階
に
お
げ
る
祉

会
政
策
』
と
労
働
力
政
策
に
関
連
し
て
、
大
河
内
一
男
、
服
部
英
太

郎
両
氏
の
『
戦
時
社
会
政
策
論
』
の
再
検
討
と
批
判
１
」
　
（
慶
応

義
塾
経
済
学
会
・
『
三
田
学
会
雑
誌
』
第
六
三
巻
四
号
、
一
九
七
〇
年

所
収
）
た
ど
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
政
策
論
の
「
再
構
成
」
が

い
わ
れ
る
に
い
た
っ
た
根
拠
は
、
今
日
の
労
働
問
題
は
ウ
ェ
ツ
ブ
以

来
の
伝
統
的
労
働
組
合
論
（
機
能
論
）
で
は
と
ら
え
え
な
い
情
況
が

で
て
き
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
そ
れ
は
労
働
問
題
に
た
い
す
る
国
家

政
策
の
現
実
的
展
開
に
よ
る
。
し
か
し
国
家
政
策
を
ふ
く
め
た
労
働

問
題
の
研
究
は
、
逆
に
、
こ
れ
ま
で
の
労
働
問
題
の
経
済
学
と
し
て

の
理
解
か
ら
は
一
つ
の
矛
盾
で
あ
る
に
ほ
か
た
ら
た
い
。
か
か
る
矛

盾
に
つ
い
て
、
一
つ
に
は
国
家
論
が
問
題
に
た
る
が
、
二
つ
に
は
そ

の
こ
と
と
関
連
し
て
「
政
策
提
案
」
の
学
に
落
ち
こ
ま
な
い
た
め
に

は
ど
の
よ
う
た
注
恵
が
必
要
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
た
る
。
そ
し

て
と
く
に
第
二
の
問
題
は
必
然
的
に
戦
時
社
会
政
策
論
の
反
省
を
も

た
ら
す
で
あ
ろ
う
。

　
た
お
飯
田
氏
の
論
稿
で
は
、
　
「
労
働
政
策
と
社
会
政
策
と
は
ど
の

よ
う
な
関
係
に
立
っ
か
。
ま
た
経
済
政
策
と
社
会
政
策
と
は
、
ど
の

よ
う
た
側
而
に
お
い
て
相
接
し
、
し
か
も
相
互
に
独
立
の
地
位
を
保

つ
も
の
で
あ
る
か
」
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
　
「
独

（
５
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
四
　
（
四
〇
六
）

占
資
本
主
義
殴
階
に
お
け
る
社
会
政
策
の
労
働
力
政
策
と
の
関
連
」

を
明
ら
か
に
す
る
上
で
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る

（
同
書
、
二
頁
）
。
だ
が
そ
の
「
関
連
」
の
解
明
は
、
か
つ
て
戦
時
社

会
政
策
論
に
お
い
て
、
戦
時
社
会
政
策
を
社
会
政
策
と
し
て
把
握
し

た
社
会
政
策
理
論
の
理
論
的
欠
陥
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
た
く
て

は
た
る
ま
い
。

大
河
内
一
男
『
社
会
政
策
四
十
年
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
〇

年
、
二
四
六
頁
。

　
）
　
２
　
国
家
独
占
資
本
主
義
労
働
政
策
と
全
般
的
労
働
義
務
制

　
（
　
た
し
か
に
。
、
日
本
国
家
独
占
資
本
主
義
の
労
働
政
策
は
、
そ
の
最
初

か
ら
植
民
地
侵
略
と
結
び
つ
い
て
弾
圧
政
策
と
し
て
出
現
し
、
　
「
そ
の

後
展
開
さ
れ
る
賃
金
、
労
働
力
、
杜
会
保
障
等
々
の
一
連
の
労
働
諸
政

策
は
、
か
か
る
強
権
的
労
働
政
策
を
前
提
と
し
て
は
じ
め
て
行
な
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

た
も
の
で
あ
っ
た
」
。
で
は
二
連
の
労
働
諸
政
策
」
の
本
質
は
何
か
。

ま
た
「
こ
の
時
期
（
総
動
員
体
制
下
　
　
引
用
者
）
に
は
労
働
政
策
と
し
て

は
直
接
前
面
に
出
ず
、
日
本
国
家
独
占
資
本
主
義
の
労
働
政
策
の
主
要

課
題
は
、
直
接
の
弾
圧
よ
り
も
生
産
増
強
に
よ
っ
て
い
か
に
資
本
蓄
積

を
高
め
る
か
、
政
治
的
に
は
対
立
す
る
帝
国
主
義
諾
国
と
の
戦
争
逐
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

を
い
か
に
順
調
た
も
の
に
す
る
か
」
に
お
か
れ
ね
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
の

は
何
故
か
。
こ
う
し
た
間
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
戦
時
労
働



政
策
を
国
家
独
占
資
本
主
義
の
労
働
政
策
と
し
て
、
し
た
が
っ
て
全
般

的
労
働
義
務
制
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
を
戦
時
下
の
特
殊
た
間
題
と
し
て

で
は
た
く
、
国
家
独
占
寮
本
主
義
労
働
政
策
に
お
け
る
中
軸
形
態
と
し

て
明
ら
か
に
し
た
け
れ
ぼ
た
ら
な
い
。
そ
の
と
き
、
戦
時
体
制
に
起
因

す
る
限
界
に
つ
い
て
配
慮
を
お
こ
た
っ
て
は
た
ら
な
い
。
　
「
強
権
的
労

働
政
策
」
を
前
捉
と
し
て
労
働
政
策
は
展
開
し
、
こ
の
「
強
権
的
労
働

政
策
」
が
事
実
上
成
功
し
て
は
じ
め
て
全
般
的
労
働
義
務
制
が
全
労
働

政
策
の
基
底
た
り
う
る
と
い
う
と
き
、
戦
後
今
日
の
段
階
か
ら
み
れ
ぼ

労
働
運
動
に
お
け
る
右
翼
的
潮
流
、
す
な
わ
ち
労
働
組
合
主
義
労
働
運

動
の
役
割
が
看
過
さ
れ
る
こ
と
と
た
る
で
あ
ろ
う
。

　
国
家
独
占
資
本
主
義
労
働
政
策
に
お
け
る
労
働
組
合
主
義
的
労
働
運

動
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
、
労
働
運
動
の
盛
衰
を
全
般
的
労
働

義
務
制
成
立
の
条
件
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
か
ら
は
不
可
能
で
あ
る
。

そ
れ
は
国
家
独
占
資
本
主
義
資
本
蓄
積
に
お
い
て
、
労
働
政
策
が
資
本

蓄
積
政
策
の
一
環
と
し
て
現
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
の
中
に
ー
、
労
働
運
動

と
労
働
政
策
の
相
互
規
定
的
関
係
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
の
解
明
を

必
要
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
労
働
運
動
と
労
働
政
策
と
の
相
互

規
定
的
関
係
の
解
明
は
、
労
働
運
動
と
り
わ
け
労
働
組
合
運
動
の
側
か

ら
な
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
労
働
組
合
の
機
能
が

　
　
　
　
加
藤
佑
治
著
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
労
働
政
策
』
（
三
好
）

資
本
な
い
し
因
家
に
よ
っ
て
形
式
的
に
吸
収
さ
れ
て
行
く
過
程
と
し
て

の
分
析
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
過
程
は
、
戦
時
日
本
国
家
独
占
資
本
主

義
で
は
工
場
法
の
制
限
・
一
時
停
止
と
杜
会
保
険
の
拡
充
が
強
権
的

（
１
ー
フ
ァ
ッ
シ
ヨ
的
）
労
資
関
係
を
押
し
っ
け
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
ま
た
戦
後
に
１
お
い
て
は
、
労
働
組
合
の
争
議
権
へ
の
強
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

介
入
に
よ
っ
て
労
働
運
動
を
労
働
組
合
主
義
化
し
ょ
う
と
し
た
が
、
そ

れ
は
戦
後
の
杜
会
保
障
の
体
系
的
展
開
を
意
図
的
に
利
用
し
た
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
う
し
て
労
働
運
動
は
労
働
政
策
と

か
か
わ
り
つ
つ
労
資
関
係
を
規
定
し
、
そ
の
労
資
関
係
の
特
質
に
お
い

て
全
般
的
労
働
義
務
制
は
彩
成
さ
れ
る
。
し
か
し
同
時
に
そ
れ
が
労
働

運
動
の
如
何
に
、
か
か
わ
る
こ
と
に
お
い
て
、
　
「
資
本
主
義
発
展
の
必
然

的
帰
結
」
で
あ
っ
て
も
、
げ
っ
し
て
そ
の
発
現
に
つ
い
て
は
法
則
的
・

必
然
的
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
。
、
国
家
独
占
資
本
主
義
労
働
政
策
が
生
産
増
強
を
主
要
課
題

と
せ
ざ
る
を
え
た
か
っ
た
戦
時
日
本
資
本
主
義
の
資
本
蓄
積
の
特
質
が

明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
戦
時
下
の
「
労
働
力
不
足
」

を
生
み
だ
し
た
日
本
資
本
主
義
資
本
蓄
積
の
特
質
と
し
て
解
明
さ
れ
る

べ
き
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
一
熟
練
工
不
足
が
一
般
工
不
足
ま
で
深

刻
化
し
た
事
態
、
つ
ま
り
労
働
力
の
一
般
的
・
絶
対
的
不
足
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
五
　
（
四
〇
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
三
号
）

半
封
建
的
賃
労
働
関
係
の
解
体
と
再
編
成
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ぱ
な
ら

た
い
。
す
な
わ
ち
、
絶
対
的
賃
銀
の
引
き
下
げ
を
、
生
産
力
の
一
般
的

停
滞
が
み
ら
れ
る
も
と
で
労
働
力
の
置
き
か
え
に
よ
っ
て
実
行
す
る
戦

時
産
業
合
理
化
が
、
日
本
資
本
主
義
の
「
脆
弱
性
」
を
破
産
さ
せ
る
過

程
の
問
題
に
ほ
か
た
ら
な
い
。
こ
う
し
て
戦
時
下
に
お
け
る
労
働
力
政

策
は
、
日
本
資
本
主
義
の
資
本
蓄
積
の
「
脆
弱
性
」
に
規
定
さ
れ
て
成

立
し
つ
つ
、
こ
の
「
脆
弱
性
」
の
破
産
過
程
に
お
い
て
資
本
蓄
積
政
策

の
一
環
と
し
て
生
産
政
策
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
た
と
え
軍
需
工
業
動
員
法
に
お
げ
る
労
働
統
制
条
項
が
「
大

量
の
労
働
力
の
吸
引
に
際
し
て
動
揺
を
来
た
し
つ
つ
あ
っ
た
従
来
の
価

値
法
則
以
前
の
生
産
関
係
１
１
半
隷
奴
的
賃
金
体
制
に
。
も
と
づ
く
低
賃
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

を
維
持
し
、
普
遍
化
す
る
た
め
に
出
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
」
と
し
て

も
、
国
家
総
動
員
法
に
お
げ
る
労
働
統
制
が
低
賃
銀
構
造
の
維
持
の
た

め
に
出
現
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
は
、
戦
時
下
資
本
蓄
積
の
特
質
を
軽

視
し
た
も
の
と
い
わ
ね
ぼ
な
る
ま
い
。
す
な
わ
ち
、
戦
時
生
産
崩
壊
過

程
に
お
け
る
財
閥
を
中
心
と
し
た
資
本
蓄
積
の
特
質
に
お
い
て
、
こ
の

労
働
力
政
策
の
本
質
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
れ
が

生
産
政
策
と
し
て
現
わ
れ
た
理
由
も
明
ら
か
に
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
て
労
働
力
政
策
が
資
本
蓄
積
の
基
軸
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
六
　
（
四
〇
八
）

こ
と
と
、
そ
の
よ
う
な
資
本
蓄
積
の
破
産
と
し
て
の
生
産
崩
壌
過
程
に

お
い
て
、
戦
時
労
働
政
策
は
全
般
的
労
働
義
務
制
の
形
態
を
と
ら
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
。
し
か
も
労
働
力
政
策
が
農
民
層
や
都
市
自
営
層
の
所

有
関
係
に
も
ふ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
に
お
い
て
は
、
ま
さ
に
資

本
主
義
の
「
危
機
」
に
お
け
る
政
策
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
戦
時
日
本
国
家
独
占
資
本
主
義
の
全
般
的
労
働
義
務
制
に
と

っ
て
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
問
題
は
、
産
業
報
国
会
運
動
と
全
般
的
労

働
義
務
制
と
の
関
連
に
お
け
る
問
題
で
あ
る
。
産
業
報
国
会
は
事
業
場

単
位
で
編
成
さ
れ
、
生
産
増
強
が
事
業
場
産
業
報
国
会
の
組
織
的
運
動

と
し
て
展
開
さ
れ
た
こ
と
が
、
全
般
的
労
働
義
務
制
に
。
お
け
る
戦
時
強

制
労
働
を
み
る
と
き
に
見
落
し
て
た
ら
な
い
点
を
な
す
で
あ
ろ
う
。
産

業
報
国
会
と
工
場
と
の
関
係
は
表
裏
一
体
を
た
し
て
い
た
し
、
そ
の
よ

う
た
関
係
の
も
と
で
政
府
お
よ
び
地
方
庁
の
統
制
と
指
導
と
を
う
け
て

い
た
。
だ
か
ら
、
国
家
に
よ
る
生
産
増
強
の
至
上
命
令
は
、
こ
の
組
織

を
通
し
て
生
産
現
場
に
お
け
る
生
産
第
一
主
義
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
労

資
を
あ
げ
て
の
増
産
運
動
と
し
て
展
開
し
た
の
で
あ
な
。
生
産
増
強
運

動
を
組
織
的
に
。
担
っ
た
産
業
報
国
会
の
基
礎
組
織
で
あ
る
「
五
人
組
」

は
、
産
業
報
国
会
の
組
織
が
生
産
に
た
い
す
る
推
進
的
役
割
を
も
つ
以

上
生
産
活
動
の
軍
隊
的
統
轄
組
織
と
し
て
生
産
組
織
を
補
完
し
、
　
「
能



　
　
（
５
）

率
増
進
」
を
そ
の
機
能
の
一
つ
と
し
た
。
こ
う
し
て
牛
産
増
強
運
動
の

中
で
「
五
人
組
」
組
織
は
、
労
働
者
の
「
主
体
的
」
な
参
加
に
よ
る
強

制
労
働
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
産
業
報
国
会
運
動
は
、
そ
の

組
織
が
一
応
労
働
組
織
と
は
別
の
も
の
で
あ
り
、
Ｌ
か
も
運
動
体
組
織

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
般
的
労
働
義
誘
制
に
お
け
る
労
働
老
の
「
主

体
的
」
参
加
の
問
題
を
提
起
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
問
題
は
、

全
般
的
労
働
義
務
制
と
労
働
運
動
の
関
連
を
み
る
と
き
、
労
働
運
動
を

全
般
的
労
働
義
務
制
の
成
立
条
件
と
し
て
み
る
こ
と
の
ほ
か
、
全
般
的

労
働
義
務
制
の
機
構
に
そ
れ
が
埋
没
す
る
こ
と
の
問
題
を
み
お
と
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
全
般
的

労
働
義
務
制
の
問
題
に
お
い
て
は
、
労
働
運
動
の
労
働
組
合
主
義
的
傾

向
に
っ
い
て
の
解
明
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
「
強
権
的

労
働
政
策
」
の
分
析
に
つ
い
て
も
、
た
だ
労
働
者
階
級
へ
の
弾
江
政
策

と
し
て
の
み
と
ら
え
る
の
で
た
く
、
労
働
基
本
権
、
と
り
わ
け
最
も
重

要
な
争
議
権
へ
の
国
家
の
介
入
が
労
働
運
動
を
労
働
組
合
主
義
の
方
向

に
強
制
す
る
過
程
を
政
策
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
し
て
ま
た
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
も
と
で
の
労
働
組
合
主
義
的
労

働
運
動
の
階
級
協
調
主
義
が
、
全
般
的
労
働
義
務
制
へ
の
労
働
者
の

「
主
体
的
」
参
加
に
一
定
の
役
割
を
果
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い

　
　
　
　
加
藤
佑
治
著
『
□
木
帝
同
主
義
下
の
労
働
政
策
』
（
三
好
）

う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
））３（

前
掲
、
加
藤
佑
治
『
日
本
帝
国
文
義
下
の
労
働
政
策
』
四
五
頁
。

同
書
、
四
六
頁
。

野
村
平
爾
「
日
木
労
働
法
の
形
成
と
解
休
」
（
『
日
本
貨
本
主
義
講

座
』
第
七
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
四
年
、
所
収
）
参
照
。

前
掲
、
加
藤
佑
治
『
目
本
帝
国
主
義
下
の
労
働
政
策
』
二
一
四
頁
。

産
業
報
同
会
の
最
小
単
位
と
し
て
の
「
五
人
組
」
の
機
能
と
し
て
は
、

団
結
親
和
、
机
律
洲
練
、
能
率
増
進
、
生
活
刷
新
、
互
肋
共
済
、
そ

の
他
職
場
に
お
け
る
勤
労
活
動
、
保
安
警
備
、
余
暇
善
用
た
ど
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
能
率
埆
逃
に
つ
い
て
は
、
「
五
人
組
」
は

「
作
業
の
単
位
で
も
な
く
又
作
業
の
紅
織
で
も
な
い
」
が
、
産
業
報

国
会
の
組
織
が
生
産
に
た
い
す
る
推
遊
的
役
割
を
も
つ
以
上
「
組
員

和
互
は
相
扶
げ
桐
励
ま
し
介
っ
て
技
能
の
向
上
を
図
り
作
業
に
精
励

す
る
は
勿
論
、
不
良
品
の
撲
滅
、
疾
病
、
災
害
、
移
動
欠
勤
の
防
止

等
に
よ
り
能
率
増
進
に
努
め
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
」
も
の
と
さ
れ
て
い

た
（
大
日
本
産
業
報
国
会
『
五
人
組
制
設
帷
要
領
』
昭
和
一
六
年
一

〇
月
産
報
桁
導
資
料
第
九
輯
）
。

国
家
総
動
貝
体
制
と
徴
用
制

　
徴
用
制
が
全
般
的
労
働
義
務
制
の
基
軸
た
る
こ
と
の
分
析
は
、
戦
時

労
働
統
制
の
具
体
的
展
開
過
程
に
お
い
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。　

戦
時
労
働
統
制
は
、
ま
ず
労
働
力
の
配
置
を
規
制
す
る
こ
と
か
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
七
　
（
四
〇
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
三
号
）

じ
ま
っ
た
。
こ
の
労
働
力
配
置
規
制
の
当
初
の
目
的
は
、
賃
銀
統
制
が

産
業
問
や
企
業
問
で
若
干
の
不
均
衡
が
あ
っ
た
こ
と
で
労
働
力
の
異
動

を
よ
び
お
こ
し
た
の
で
、
異
動
制
限
に
よ
る
配
置
制
限
を
さ
ら
に
一
段

と
強
化
し
て
、
労
務
配
置
の
実
を
あ
げ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た

労
働
力
配
置
規
制
強
化
は
、
国
民
徴
用
令
（
一
九
三
九
年
）
の
拡
充
・
強

化
を
軸
と
し
て
進
行
し
た
。
国
民
徴
用
令
は
、
そ
の
初
期
に
お
い
て
は
、

職
業
指
導
所
の
職
業
紹
介
そ
の
他
の
募
集
方
法
で
所
要
の
人
員
が
得
ら

れ
な
い
ぱ
あ
い
に
限
っ
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
徴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

用
対
象
は
国
民
職
業
能
力
申
告
令
に
よ
る
要
申
告
者
に
限
ら
れ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
一
九
三
九
年
の
第
一
次
労
務
動
員
計
画
で
は
、
徴
用
は
労

務
動
員
計
画
の
中
で
補
助
的
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
一
九

四
一
年
以
降
、
徴
用
制
は
新
し
い
段
階
に
入
っ
た
。
こ
の
年
の
徴
用
令

改
正
に
よ
っ
て
、
登
録
・
徴
用
範
囲
は
大
幅
に
拡
大
さ
れ
た
。
朝
鮮
人

労
働
者
の
「
軍
隊
組
織
に
よ
る
移
入
」
が
開
始
さ
れ
た
の
も
一
九
四
一

年
か
ら
で
あ
り
、
翌
年
に
は
中
国
人
労
働
者
の
集
団
移
入
が
決
定
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
同
時
に
制
定
さ
れ
た
国
民
勤
労
報
国
協
力
令
（
一
九
四

一
年
）
は
徴
用
制
に
準
ず
る
内
容
を
も
っ
て
い
た
し
、
事
実
一
九
四
一

年
の
第
三
次
労
務
動
員
計
画
で
は
学
徒
や
一
般
国
民
の
勤
労
奉
仕
を
組

織
化
し
て
計
画
の
中
に
組
み
こ
む
こ
と
に
た
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
八
　
（
四
一
〇
）

労
務
動
員
の
拡
充
は
徴
用
に
よ
る
動
員
の
拡
大
の
み
な
ら
ず
、
半
徴
用

を
ふ
く
め
て
拡
大
し
、
ま
た
徴
用
労
務
動
員
計
画
の
中
に
お
げ
る
位
置

も
当
初
の
補
助
的
な
位
置
か
ら
中
心
的
位
置
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。

徴
用
制
の
実
施
の
本
格
化
と
と
も
に
全
般
的
労
働
義
務
制
も
急
速
に
展

開
し
、
労
務
動
員
計
画
は
国
民
動
員
計
画
へ
と
内
容
を
飛
躍
さ
せ
て
い

っ
た
。
さ
ら
に
一
九
四
三
年
に
た
る
と
、
徴
用
制
の
全
般
的
労
働
義
務

制
と
し
て
の
性
格
は
一
層
明
瞭
な
も
の
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九

四
三
年
の
国
民
徴
用
令
の
改
正
で
、
徴
用
の
「
産
業
応
召
」
と
し
て
の

性
格
が
明
確
化
さ
れ
、
さ
ら
に
軍
需
会
杜
法
（
一
九
四
三
年
）
、
軍
需
会

杜
徴
用
規
則
（
一
九
四
三
年
）
の
制
定
が
理
員
徴
用
の
道
を
ひ
ら
き
、
企

業
に
「
国
家
性
」
の
内
容
が
賦
与
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
戦
時
下
の
労
資

関
係
は
企
業
の
「
国
家
性
」
の
中
に
固
定
さ
れ
、
こ
の
労
資
関
係
に
お

げ
る
フ
ァ
シ
ョ
的
性
格
に
お
い
て
全
般
的
労
働
義
務
制
の
内
容
と
し
て

強
制
労
働
が
展
開
し
え
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
全
般
的
労
働
義
務
制

は
、
徴
用
制
の
制
度
的
展
開
に
お
い
て
で
は
た
く
、
労
働
力
配
歓
規
制

が
一
段
と
強
化
さ
れ
、
労
務
統
制
へ
と
発
展
す
る
中
で
確
立
し
て
い
っ

た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
全
般
的
労
働
義
務
制
は
、
戦

時
下
に
お
い
て
は
女
子
勤
労
動
員
、
学
徒
勤
労
動
員
の
実
施
、
勤
労
報

国
協
力
令
の
改
正
で
協
力
期
間
の
制
限
や
年
令
制
限
が
緩
和
し
た
こ
と



な
ど
に
ー
よ
る
「
根
こ
そ
ぎ
動
員
」
と
企
業
「
国
家
性
」
に
よ
る
フ
ァ
ヅ

シ
ョ
的
労
資
関
係
の
成
立
に
よ
っ
て
質
量
と
も
に
完
成
し
た
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
た
全
般
的
労
働
義
務
制
は
、
半
封
建
的

土
地
所
有
に
規
定
さ
れ
た
日
本
資
本
主
義
の
「
脆
弱
性
」
が
戦
時
経
済

体
制
下
で
破
産
す
る
過
程
に
必
然
的
に
発
生
し
た
こ
と
に
お
い
て
、
そ

の
全
内
容
が
規
定
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
戦
時
日
本
国
家
独
占
資
本
主
義
に
お
け
る
全
般
的
労
働
義
務
制
の
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

質
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
。
は
、
と
く
に
現
員
徴
用
制
の
解
明
を
必
要

と
す
る
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
現
員
徴
用
制
の
解
明
の
た
め
に
は
、
　
企
業

「
国
家
性
」
に
お
け
る
労
資
関
係
の
属
家
管
理
を
成
立
さ
せ
た
基
盤
を

明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
戦
時
合
那
化
は
不
熟
練
・
劣
質
労
働
カ

の
大
量
利
用
を
軸
と
し
た
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
労
働
の
統
轄
の
問
題

を
発
生
さ
せ
た
。
そ
れ
は
そ
れ
ま
で
の
半
封
建
的
労
働
形
態
の
崩
壊
が

労
働
統
轄
機
構
を
動
揺
さ
せ
た
こ
と
と
関
連
し
て
解
明
さ
れ
ね
ぼ
た
る

ま
い
。
こ
の
労
働
統
轄
機
構
の
動
揺
は
生
産
組
織
の
弛
緩
を
き
た
し
、

生
産
を
崩
壊
さ
せ
る
過
程
で
労
資
問
の
矛
盾
を
激
化
さ
せ
て
行
っ
た
。

こ
う
し
て
国
家
は
戦
時
生
産
確
保
の
た
め
に
労
資
関
係
に
介
入
せ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
た
過
程
の
旦
一
体
的
分
析
こ
そ
、

全
般
的
労
働
義
務
制
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
不
可
欠
の
問

　
　
　
　
加
藤
佑
治
著
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
労
働
政
策
』
（
三
好
）

題
で
あ
ろ
一
）
。

　
さ
ら
に
、
フ
ァ
ヅ
シ
ョ
的
労
資
関
係
成
立
の
た
め
の
も
う
一
つ
の
条

件
と
し
て
、
戦
時
杜
会
政
策
の
展
開
を
あ
げ
な
け
れ
ぼ
た
ら
た
い
。
す

な
わ
ち
、
徴
用
制
の
実
施
過
程
で
、
国
民
徴
用
扶
助
規
則
（
一
九
四
一
年
）

が
制
定
さ
れ
、
一
九
四
四
年
に
は
被
徴
用
者
等
勤
労
援
護
強
化
要
綱
に

も
と
づ
い
て
各
種
の
援
護
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
れ
は
労
資
関
係
の

国
家
管
理
が
、
労
働
寿
の
団
結
禁
止
と
強
権
的
な
争
議
調
停
、
戦
時
特

例
に
よ
る
工
場
法
の
一
時
停
止
を
具
体
的
内
容
と
し
て
実
施
さ
れ
る
に

お
い
て
、
国
家
や
資
本
に
１
と
っ
て
白
か
ら
の
責
征
の
問
題
と
し
て
労
働

カ
の
再
生
産
の
問
題
が
資
本
蓄
積
上
の
問
題
と
Ｌ
て
お
こ
ら
ざ
る
を
え

な
く
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
す
た
わ
ち
、
労
働
者
の
「
主
体

的
」
た
運
動
に
、
よ
る
労
働
者
保
護
は
、
因
家
や
資
本
に
よ
る
労
働
力
再

生
産
政
策
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
で
否
定
せ
ら
れ
、
同
時
に
労
働
老
保
護

の
内
容
も
労
働
過
程
で
の
保
護
か
ら
再
生
産
過
程
で
の
保
護
へ
と
変
化

さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
労
働
者
保
護
の
政
策
構
造
は
生
活

扶
助
と
廃
疾
扶
助
に
大
き
く
傾
斜
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
全
般
的
労
働

義
務
制
の
展
開
は
、
こ
の
よ
う
な
労
働
者
保
護
構
造
の
変
化
、
つ
ま
り

「
杜
会
政
策
の
危
機
」
を
必
然
化
す
の
で
あ
る
。
　
そ
れ
ゆ
え
、
国
家

独
占
資
本
主
義
労
働
政
策
に
お
け
る
全
般
的
労
働
義
務
制
似
位
置
づ
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九
　
（
四
一
一
）
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は
、
こ
の
労
働
者
保
護
の
政
策
構
造
と
の
関
連
に
お
い
て
明
ら
か
に
た

る
と
と
も
に
、
こ
の
こ
と
が
戦
時
杜
会
政
策
論
に
お
い
て
解
明
さ
れ
え

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
理
論
的
後
退
が
お
こ
っ
た
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
徴
用
制
に
お
い
て
、
　
「
半
封
建
的
基
本
構
造
を
そ
の
支

柱
と
す
る
。
日
本
戦
時
国
家
独
占
資
本
主
義
の
労
働
力
確
保
の
狭
隆

（
３
）

性
」
は
徴
用
労
働
力
の
枯
渇
と
劣
質
化
を
も
た
ら
し
、
そ
こ
に
能
率
間

　
　
　
　
　
　
（
４
）

題
を
発
生
さ
せ
た
。
ま
た
こ
の
徴
用
労
働
力
の
枯
渇
と
劣
質
化
の
問
題

は
、
労
働
市
場
に
お
け
る
芳
干
の
「
近
代
化
」
の
進
行
を
う
な
が
し
た
。

事
実
、
職
業
紹
介
法
の
一
九
三
八
年
の
改
正
以
来
、
労
働
調
整
令
（
一

九
四
一
年
）
、
労
務
供
給
事
業
規
則
（
一
九
三
八
年
）
の
制
定
と
改
正
に
よ

っ
て
、
労
務
統
制
機
構
が
整
備
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
統
制
機
構
の

整
備
を
と
お
し
て
の
労
働
市
場
の
「
近
代
化
」
も
、
な
お
半
封
建
的
労

働
捗
態
と
し
て
の
親
方
制
を
解
体
し
つ
く
し
え
ず
、
ま
た
む
し
ろ
そ
れ

を
再
編
成
し
て
統
轄
機
韓
に
組
み
こ
む
こ
と
さ
え
が
お
こ
た
わ
れ
た
。

と
く
に
こ
の
半
封
建
的
労
働
彩
態
は
旦
展
労
働
に
お
い
て
強
固
に
残
っ

て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
半
封
建
的
労
働
形
態
の
再
編
成
が
な
さ
れ
え

た
か
ど
う
か
、
っ
ま
り
労
務
統
制
機
構
へ
の
組
み
こ
み
が
可
能
で
あ
っ

た
か
ど
う
か
が
、
戦
時
労
働
市
場
の
「
近
代
化
」
の
内
容
を
規
定
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
　
（
四
一
二
）

の
で
あ
る
。
こ
の
労
働
市
場
の
「
近
代
化
」
が
不
均
衡
に
進
行
し
た
こ

と
が
、
全
般
的
労
働
義
務
制
の
展
開
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
た
。
す

た
わ
ち
、
旦
雇
労
働
に
お
け
る
親
方
制
の
こ
の
根
強
い
残
存
が
、
軍
需

会
杜
徴
用
規
則
（
一
九
四
三
年
）
で
、
一
四
才
未
満
の
者
お
よ
び
女
子
と

な
ら
ん
で
旦
展
労
働
者
を
除
外
せ
ざ
る
を
え
な
く
し
た
の
で
あ
る
。
目

雇
労
働
老
に
つ
い
て
は
、
労
務
調
整
令
施
行
規
則
改
正
（
一
九
四
四
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

で
、
雇
入
、
就
労
の
制
限
が
実
施
さ
れ
た
。
さ
ら
に
次
官
会
議
で
「
日

雇
労
務
老
ノ
計
画
配
置
二
関
ス
ル
件
」
が
決
定
さ
れ
、
旦
雁
労
働
者
の

需
給
調
整
、
就
労
制
限
が
強
化
さ
れ
た
の
は
一
九
四
四
年
に
な
っ
て
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
で
は
な
ぜ
、
低
賃
銀
構
造
の
最
底
辺
を
に
な
う
旦
雇

労
働
者
の
統
制
が
お
く
れ
た
の
か
。
ま
た
一
九
四
四
年
に
た
っ
て
急
速

に
展
開
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
全
般
的
労
働
義
務
制
を
低
賃
銀
某
盤
の
再

編
・
補
強
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
さ
れ
る
加
藤
氏
に
お
い
て
は
、
こ
の

問
題
は
さ
け
る
こ
と
の
出
来
な
い
間
題
で
あ
ろ
う
。

　
旦
雇
労
働
者
の
統
制
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
半
失
業
者
の
一
存
在
形

態
た
る
こ
と
か
ら
く
る
制
約
を
考
慮
し
な
け
れ
ぼ
な
る
ま
い
。
戦
時
下

に
お
い
て
旦
雇
労
働
者
の
年
令
構
成
は
老
令
化
し
、
労
働
能
率
低
下
を

　
　
　
（
６
）

き
た
し
た
こ
と
は
、
旦
雇
労
働
者
問
題
を
賃
銀
問
題
か
ら
労
務
配
置
間

題
へ
と
転
化
さ
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
の
と
き
、
旦
雇
労
働
者
の

●



統
制
強
化
の
た
め
に
は
、
常
雇
ま
た
は
直
傭
化
が
必
要
で
あ
り
、
工
場

．
鉱
山
で
は
こ
の
堂
犀
ま
た
は
直
傭
化
に
よ
る
統
轄
の
道
も
可
能
で
あ

る
が
、
土
木
建
築
業
な
ど
の
ご
と
く
就
労
が
不
安
定
な
と
こ
ろ
で
は
そ

れ
は
困
難
で
あ
る
。
こ
う
し
て
統
制
の
方
向
は
労
務
報
国
会
を
軸
と
し

た
組
織
化
、
さ
ら
に
そ
れ
は
「
労
務
供
給
営
団
」
構
想
へ
と
展
開
し
て

ゆ
く
こ
と
と
な
る
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
『
太
平
洋
械
争
下
の
労
働
者
状
熊
』

日
本
労
働
年
鑑
特
集
版
、
東
洋
経
沐
新
報
杜
、
一
九
六
四
年
、
五
頁
。

一
九
四
三
年
一
〇
月
に
軍
需
会
社
法
が
制
定
さ
れ
、
同
法
第
六
条
で

そ
の
生
廉
担
当
者
や
従
業
員
の
確
保
を
は
か
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
生

産
担
当
者
を
国
家
総
動
員
法
に
よ
る
微
川
と
み
た
す
こ
と
が
規
定
さ

れ
た
。
ま
た
、
こ
の
規
定
に
も
と
づ
き
、
同
年
二
一
月
に
軍
需
会
社

微
用
規
則
が
制
定
、
公
布
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
る
と
厚
生
大
臣
の
指
定

す
る
軍
需
会
社
、
工
場
の
化
座
貴
任
者
、
批
当
者
、
従
業
者
（
一
四

歳
未
満
、
女
子
、
旦
雁
労
働
者
、
婦
期
雁
川
者
な
ど
を
の
ぞ
く
）
を

国
家
総
動
貝
法
に
よ
る
徴
州
者
と
み
な
す
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。

前
掲
、
加
藤
佑
治
「
日
本
帝
旧
主
義
下
の
労
働
政
災
』
二
三
三
頁
。

応
徴
労
側
者
は
巾
途
柾
職
に
ー
よ
る
未
経
験
工
が
大
部
分
で
、
微
川
期

Ｈ
が
ニ
カ
年
と
眼
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
訓
練
不
足
や
微

用
期
…
満
了
後
の
兄
透
し
が
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
な
ど
で
能
率
は

低
か
っ
た
。
こ
の
徴
用
労
働
者
の
低
能
率
問
趣
は
企
業
の
責
任
者
に

と
っ
は
て
き
わ
め
て
大
き
な
問
趣
で
あ
っ
た
。
現
場
で
の
生
産
が
こ

加
藤
佑
治
著
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
労
働
政
策
」
（
三
好
）

（
５
）

（
６
）

れ
ら
の
訓
練
不
足
の
不
熟
練
労
働
者
を
巾
心
に
し
て
に
な
わ
れ
、
し

か
も
そ
れ
が
熟
練
労
働
者
不
足
に
よ
る
労
働
編
成
の
弛
緩
の
内
容
を

な
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
層
こ
れ
ら
徴
用
労
働
者
の
能
率
問
題
を

重
要
な
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

労
働
省
『
労
働
行
政
史
』
第
一
巻
、
労
働
法
令
協
会
、
一
九
六
一
年
、

二
九
〇
頁
。

奥
谷
松
治
「
日
雇
労
務
者
の
賃
金
統
制
」
　
（
協
調
会
『
社
会
政
策
時

報
」
第
二
八
八
号
、
一
九
四
四
年
、
所
収
）
五
頁
。

四
　
戦
後
労
働
力
政
策
論
へ
の
展
望

　
戦
後
日
本
資
本
十
エ
義
の
今
日
の
段
階
で
実
施
さ
れ
て
い
る
労
働
力
政

策
は
、
戦
時
下
の
労
働
力
政
策
と
酩
似
し
て
い
る
。
と
く
に
近
頃
問
題

と
な
る
に
い
た
っ
た
「
労
働
力
誘
導
」
政
策
は
、
さ
ら
に
一
層
か
つ
て

の
「
労
務
配
置
」
政
策
を
思
わ
し
め
る
。
も
ち
ろ
ん
、
今
日
の
労
働
力

政
策
と
戦
時
下
の
そ
れ
と
で
は
基
本
的
な
条
件
の
遠
い
が
あ
る
。
国
家

権
力
の
性
格
に
し
て
も
、
労
働
運
動
の
力
量
や
生
産
力
の
問
題
に
し
て

　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

も
違
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
戦
時
下
の
労
働
力
政
策
も
今
日
の
労
働
力

政
策
も
、
と
も
に
資
本
主
義
の
「
危
機
」
に
必
然
す
る
国
家
独
占
資
本

主
義
労
働
政
策
と
し
て
本
質
的
に
は
同
一
の
も
の
と
考
え
る
。
そ
の
意

味
で
は
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
労
働
政
策
の
解
明
に
と
っ
て
、
戦
時

下
の
労
働
政
策
は
不
可
欠
の
対
象
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
一
っ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
一
　
（
四
一
三
）
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は
日
本
資
本
主
義
の
戦
時
下
の
資
本
蓄
積
の
破
産
過
程
が
戦
後
の
資
本

蓄
積
の
出
発
点
と
な
っ
た
と
い
う
歴
史
的
関
係
の
ゆ
え
に
、
二
つ
に
は

今
日
の
杜
会
政
策
な
い
し
労
働
間
題
の
研
究
に
お
け
る
誤
ま
っ
た
傾
向

の
批
判
の
た
め
に
戦
時
杜
会
政
策
論
の
克
服
が
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど

の
理
由
で
分
析
対
象
と
せ
ざ
る
を
え
た
い
で
あ
ろ
う
。

　
っ
ぎ
に
、
戦
後
杜
会
政
策
な
い
し
労
働
間
題
の
研
究
成
果
を
ど
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

う
に
、
批
判
的
に
摂
取
す
る
か
が
、
今
日
の
労
働
力
政
策
の
分
析
に
と
っ

て
は
必
要
な
前
提
作
業
と
た
る
。
戦
時
杜
会
政
策
論
の
反
省
も
、
こ
の

戦
後
の
研
究
成
果
を
批
判
的
に
検
討
す
る
視
角
を
あ
た
え
る
た
め
に
必

要
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
労
働
力
政
策
が
国
家
独
占
資
本
主
義
の

労
働
政
策
と
し
て
の
特
質
に
お
い
て
も
っ
て
い
る
「
近
代
的
」
装
い
の

本
質
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
う

し
た
研
究
成
果
に
た
い
す
る
一
定
の
反
省
に
た
っ
て
、
戦
後
日
本
国
家

独
占
資
本
主
義
の
労
働
力
政
策
を
解
明
す
る
に
あ
た
っ
て
必
要
最
小
限

の
論
点
に
つ
い
て
、
筒
単
に
問
題
点
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

　
第
一
の
問
題
は
、
労
働
市
場
論
の
反
省
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は

「
労
働
力
不
足
」
を
ど
う
と
ら
え
る
か
と
い
う
こ
と
と
か
か
わ
っ
て
の

反
省
で
あ
る
。
こ
の
「
労
働
力
不
足
」
を
ど
う
と
ら
え
る
か
と
い
う
こ

と
が
、
労
働
力
政
策
の
解
明
に
と
っ
て
重
要
な
内
容
と
た
る
か
ら
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
二
　
（
四
一
四
）

の
反
省
が
必
要
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
労
働
市
場
論
の
難
点
は
、

労
働
市
場
に
お
け
る
労
働
力
の
需
給
関
係
が
直
接
資
本
蓄
積
そ
の
も
の

に
規
定
さ
れ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
労
働
市
場
の
需
給
関
係
は
労
資
関

係
（
１
１
資
本
・
賃
労
働
関
係
）
の
内
容
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
こ

と
を
見
落
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
「
労
働
力
不
足
」
の
問
題

も
、
資
本
蓄
積
の
視
角
に
牡
い
て
、
失
業
構
造
の
問
題
と
し
て
分
析
さ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
労
働
市
場
の
分
析
に
ょ
っ
て
、
労
働
カ

政
策
も
国
家
独
占
資
本
主
義
の
資
本
蓄
積
に
必
然
す
る
も
の
と
し
て
と

ら
え
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
の
間
題
は
、
労
使
関
係
論
に
お
げ
る
反
省
の
問
題
で
あ
る
。
労

使
関
係
論
で
は
、
資
本
蓄
積
の
展
開
が
労
働
市
場
の
「
近
代
化
」
を
も

た
ら
し
、
ひ
い
て
は
労
使
関
係
を
「
近
代
化
」
す
る
も
の
と
す
る
と
こ

ろ
に
難
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
資
本
蓄
積
が
生
産
力
の
発
展
と
し
て
一
般

的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
こ
の
労
働
市
場
の
、
ま

た
労
使
関
係
の
「
近
代
化
」
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
資

本
蓄
積
の
階
梯
的
特
質
に
お
げ
る
分
析
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ

う
し
た
分
析
に
お
い
て
の
み
、
労
働
力
政
策
が
随
伴
す
る
「
近
代
化
」

の
本
質
も
ま
た
明
ら
か
に
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
の
間
題
は
、
労
働
組
合
論
に
お
け
る
反
省
の
問
題
で
あ
る
。
そ



れ
は
労
働
組
合
の
機
能
を
経
済
主
義
に
限
る
こ
と
へ
の
批
判
で
あ
る
。

し
か
も
そ
の
批
判
は
、
そ
の
よ
う
た
経
済
主
義
的
労
働
組
合
が
国
家
独

占
資
本
主
義
労
働
政
策
成
立
の
基
盤
を
与
え
る
と
い
う
点
に
た
い
す
る

批
判
で
あ
る
。
こ
う
し
た
反
省
に
た
っ
た
労
働
組
合
論
に
お
い
て
、
労

働
運
動
が
生
み
だ
し
て
行
く
労
働
者
の
権
利
が
国
家
に
よ
る
労
働
運
動

へ
の
介
入
、
と
り
わ
け
争
議
権
へ
の
介
入
を
と
お
し
て
制
限
さ
れ
、
と

き
｝
」
異
質
の
も
の
と
な
っ
て
行
く
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
う
る
。
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

こ
う
し
た
分
析
方
法
こ
そ
、
国
家
独
占
資
本
主
義
労
働
政
策
を
解
明
し

う
る
唯
一
の
方
法
を
な
す
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
そ
れ
は
労
働
組
合
論
の

内
容
に
つ
い
て
も
新
し
い
方
向
を
与
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
加
藤
氏
の
著
作
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
つ
つ
残
さ
れ
た

問
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
っ
と
め
た
。
と
も
か
く
戦
時
労
働
政
策

を
こ
れ
ほ
ど
に
ー
体
系
的
に
分
析
Ｌ
、
し
か
も
全
般
的
労
働
義
務
制
と
し

て
分
析
し
た
開
拓
老
と
し
て
の
地
位
は
不
動
で
あ
ろ
う
。
書
評
を
終
る

に
あ
た
っ
て
、
本
書
で
あ
つ
か
わ
れ
た
資
料
に
つ
い
て
の
検
討
を
残
さ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
と
、
時
に
著
老
の
真
意
に
そ
む
く
紹
介
と
解

説
を
な
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
倶
が
心
に
残
る
が
、
書
評
の
場

を
か
り
て
、
む
し
ろ
私
見
を
放
培
に
述
べ
る
こ
と
に
お
わ
っ
た
こ
と
を

な
に
よ
り
も
著
者
に
わ
び
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
加
藤
佑
治
著
『
目
本
帝
国
主
義
下
の
労
働
政
策
』
（
三
好
）

（
１
）

（
２
）

（
３
）

前
掲
、
加
藤
佑
治
『
日
本
膏
国
主
義
下
の
労
働
政
策
』
二
六
四
頁
。

杜
会
政
策
の
「
再
構
成
」
の
課
題
が
具
体
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
今
目
、

と
く
に
戦
後
社
会
政
策
研
究
史
は
重
要
な
課
題
を
な
す
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
は
、
…
戦
時
社
会
政
策
論
の
反
省
を
起
点
と
し
て
、
戦
後
社

会
政
策
論
争
の
端
初
に
お
け
る
「
問
題
意
識
」
の
具
体
的
内
容
を
確

定
す
る
こ
と
と
、
倒
今
日
ま
で
の
論
争
過
程
に
お
け
る
主
要
論
点
の

経
過
の
中
で
社
会
政
策
論
と
労
働
経
済
論
と
の
対
立
点
が
明
確
と
な

っ
て
き
た
、
そ
の
軌
跡
を
た
ど
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
今

日
に
お
い
て
、
労
働
問
題
に
た
い
す
る
国
家
政
策
の
進
展
に
触
発
さ

れ
て
国
家
論
を
媒
介
と
す
る
労
働
経
済
論
体
系
の
発
展
と
し
て
社
会

政
策
の
「
再
構
成
」
の
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
批
判
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
要
請
か
ら
く
る
課
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
た
社
会

政
策
の
「
再
構
成
」
は
、
社
会
政
策
を
労
働
政
策
と
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
批
判
は
、
一
つ

に
は
「
社
会
政
策
の
危
機
」
と
国
家
独
占
資
本
主
義
の
労
働
政
策
と

の
関
連
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
、
二
つ
に
は
労
働
経
済
論
の
歴
史

的
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
と
く
に
第
二
の
点

に
つ
い
て
、
戦
時
社
会
政
策
論
の
反
省
と
、
そ
れ
を
起
点
と
す
る
戦

後
社
会
政
策
研
究
の
反
省
が
必
要
と
な
る
。

前
掲
、
野
村
平
爾
「
日
本
労
働
法
の
形
成
と
解
体
」
は
、
き
わ
め
て

重
要
た
方
法
論
的
示
唆
を
も
っ
て
い
る
。

一
五
三
　
（
四
一
五
）




